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ごあいさつ

　いつもミガロ. 製品をご愛用いただき誠にありがとうございます。
　
　「ミガロ. テクニカルレポート」は、Delphi/400、Valence、SP4i などのミガロ. 製品を使った開発に関す
る技術情報をお届けする論文集で、2008 年に創刊し、このたび第 12 号を発刊する運びとなりました。こ
れもひとえに、技術論文をご寄稿いただいた多くのお客様、ならびに本レポートに対して貴重なご意見・
ご要望をお寄せ下さった皆様のご支援の賜物と、心より感謝しております。

　さて平成から令和となり、新時代の幕開けとともに、デジタル（IT）主導によるビジネス改革を意味す
るデジタルトランスフォーメーション（DX）という言葉をよく耳にするようになりました。令和元年版の
総務省の情報通信白書では、今後、情報システム部門が新たな価値を創造するプロフィットセンターとな
り企業の中核を担っていく必要がある、と指摘しています。弊社は、お客様の IBM i 基幹システムが周囲
のシステムとも連携しつつ DX の中心となることを確信しており、IBM i の高度な活用と迅速な開発を可
能とする開発ツールおよびサポートの提供により、お客様の情報システム変革のお役に立てるよう、さら
なる努力をしてまいります。

　テクニカルレポートの第 1 部は、「ミガロ. テクニカルアワード 2019」にご応募頂いたお客様論文の中か
ら受賞作品を掲載しました。いずれの論文もお客様の実際の開発事例に基づく技術情報ですので、ぜひシ
ステム開発の参考としてご活用ください。第 2 部は、弊社 SE による技術論文集です。弊社が行っている
お客様システムの受託開発や日々のテクニカルサポートからヒントを得た生きた技術情報をお届けしてい
ます。さらに今回は、フランスの Metrixware 社による「スペシャルレポート」を掲載しました。
Metrixware 社は Delphi/400、SP4i 開発部門（SystemObjects）を傘下に持ち、今後、同社オリジナル製
品と融合した新しい IBM i ユーザー様向けソリューションを日本でも提供する予定です。
　
　今回のお客様論文は、「電子帳簿保存法のスキャナ保存制度に適合するシステム開発」や「iPhone によ
る宝飾品の販売管理システム開発」など、創意工夫にあふれる論文を多数ご寄稿いただきました。受賞作
品は Delphi/400、SP4i、Valence が各 2 作品ずつとバランスのとれた構成となっております。また、弊社
SE 論文については、「FireMonkey フレームワークのカメラコンポーネントを使用したアプリ開発」や「ロー
コード開発ツール Valence AppBuilder で RPG を連携する方法」など、さまざまなテクニックを開発に活
かしていただくための技術情報をご紹介しております。本レポートが少しでも皆様の開発・保守のお役に
立てば幸いです。

　最後に、ミガロ. テクニカルレポート第 12 号を発刊するにあたりまして、多くのお客様・パートナー様
にご支援、ご協力をいただきましたことを、この場をお借りして、あらためて厚く御礼申し上げます。

2019 年秋
株式会社ミガロ. 
代表取締役社長

上甲 將隆

MIGARO.
TECHNICAL

REPORT
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当社では国税関係書類（領収書等）の
スキャナ保存に関する法的要件を満たす
システムを開発し、税務署への申請・承
認を経て運用を開始した。この経緯およ
びシステム内容について以下に紹介する。

システムの概要
電子帳簿保存法に則したスキャナ保
存制度の承認件数は、全法人の 0.07％
（2017年度末時点）と少なく、その中で
も自社開発システムでの申請はほとんど
例がない。今回、旅費交通費と交際費の
立て替え精算を、従来の紙書類による運
用から、複合機のスキャナ、ワークフ
ロー、経理仕訳等を連携させたシステム
に移行した。
システム化にあたってはペーパレス
化、ワークフロー運用、経理処理連携、
領収書のスキャン画像化など多くの開発
要素がある。また取り扱う対象が国税関
係の書類であるため、電子帳簿保存法の
要件を満たす機能を実現する必要があっ
た。

今回は領収書をスキャンデータとし
て保存する、いわゆるスキャナ保存制度
の適用案件であり、【図 1】に示す各要
件を考慮して構築した。本案件は、2018
年 12月の税務署への申請後、2019 年 4
月よりみなし承認となり運用を開始して
いる。

従来の課題と開発の概要
出張旅費、交際費（会議費を含む）等
の申請・精算に関する一連の処理は従来、
紙フォームで運用していた。紙の運用に
よる非効率、内容のブラックボックス化、
誤りの発生などもあり、また内部統制強
化の観点からもシステム化が望まれてい
た。
今回、一連の作業をシステム化して情
報の相互連携を可能にするとともに、以
下の業務課題の解決を目的とした。【図2】

・申請、承認に関わる業務の簡素化とス
ピードアップ

・自動仕訳連携（科目設定、負担部門配

賦などを含む）による経理処理の容易
化とミス防止

・自動単価設定および集計計算の自動化
により誤りと手戻りを削減

・「駅すぱあと」の組み込みによる運賃
確認の容易化とチェックの簡素化

・伺いと精算の情報連携による内部統制
強化

・ワークフローによるペーパレス化
・領収書のスキャナ保存による電子帳簿
保存法への対応

・各種実績情報のデータベース化による
分析の可能化

今回の機器・システム構成は【図 3】
のとおりである。機能開発後の新業務フ
ローは【図4】のような運用とした。ま
た開発機能の一覧を【図5】【図6】に示す。

技術的なポイント
タイムスタンプ
タイムスタンプは、刻印された時刻以
前にその電子文書が存在していたこと

Migaro.Technical Award 2019
最優秀賞

部門 1

Delphi/400による電子帳簿 
保存法スキャナ保存制度への挑戦
石井 裕昭  様
豊鋼材工業株式会社　
監査役

豊鋼材工業株式会社
http://www.yutaka-steel.co.jp/

鋼板加工のトータルコーディネーター
として、レベラー・スリット・溶断・
開先・穴明け・プレス・ベンディング・
溶接・マシニング・ショット・プライ
マー設備を有機的に活用し、幅広い
産業分野のお客様に商品・サービス
を提供している。九州・沖縄エリア
では業界トップシェア。伊藤忠丸紅
鉄鋼・新日鐵住金系の会社である。
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図1　スキャナ保存要件
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（存在証明）と、その時刻以降に当該文
書が改ざんされていないこと（非改ざん
証明）を証明するものである。

タイムスタンプは、時刻認証業務認定
事業者（TSA、国内 6 社）の提供サー
ビスを利用した（e-timing EVIDENCE 
3161 PDF Lib-W ／アマノセキュアジャ
パンを使用）。インストールした実行ファ
イル（dll）に対して、コマンドライン
引数を指定して実行することでタイムス
タンプが発行される。

タイムスタンプは、コマンドプロンプ
トで指定のコマンドを実行すると、結果
がコマンドプロンプトの画面に表示され
るが、毎回手作業では引数を入力できな
いので、コマンド自体は入出力ファイル
名をパラメータで渡す形で与えるととも
に、実行結果をテキスト出力する方法で
実現した。

これについては、Mr.XRAY の「552_
パイプを使用したコマンドラインのリダ
イレクト」（http://mrxray.on.coocan.jp/
Delphi/plSamples/552_PipeRedirect.
htm）を参考に実装した。【図 7】

処理の成否は、得られた Text に含ま
れる文字列によって判断した。なお、今
回利用したサービスでは PC の Bit 数に
応じて実行ファイルを使い分ける必要が
あるため、あらかじめ PC の Bit 数を取
得し、判定している。【図 8】

また申請者、スキャン画像チェック
者、承認者以外の者による処理内容の妥
当性検証が定期的に求められるため、規
程を整備するとともに、システム的な検
証機能（タイムスタンプによる改ざん履
歴確認を含む）と検証履歴を残す機能も
実装した。

QRコードの活用
領収書の電子画像のスキャナ保存が、

今回の開発の目玉である。領収書の電子
画像は、対応する支払データと連携させ
る必要がある。支払案件ごとに付与した
ID を QR コード化して台紙に印字し、
領収書を貼付したあと、スキャナ読み取
り保存を行う。この方法により領収書画
像と支払データの連携を実現した。QR
コードは、スキャンした領収書画像
PDF のファイル名設定にも利用できる。

領収書貼付用の台紙はExcelでフォー
ム設計しており、QR コードはフリーの
アドインツール（QRimgAdd）で作成

した。
ただし、現在入れ替え途中の新しい

PC に搭載される Excel（バージョン
19）では上記アドインツールが利用でき
な い の で、「Google Chart API の QR
コード作成機能を呼び出す URL」でオ
ブジェクトを作成する方法により対応し
た。【図 9】

全 PC の入れ替え完了までは、インス
トールされている Excel のバージョン
に応じて、2 種類のフォーム用 Excel
ファイルのいずれかを自動選択して呼び
出すようにした。【図 10】【図 11】

アドインツールを使用した Excel テ
ンプレートを利用する際には、PC ごと
にアドインファイルの保存と Excel オ
プションの参照設定を事前に行う必要が
あり、若干汎用性が失われる。

XEROX複合機との連携
XEROX 複合機のスキャナ機能で読み

取った領収書画像を今回のシステムと連
携するために、「ApeosFlowService」（最
新版はApeosWare Flow Management。
以下、Apeos）というミドルウェアを活
用した。

これは読み取った画像の加工、整理、
分類、配信、OCR、QR コード読み取り、
読み取り履歴のテキスト出力など、さま
ざまな処理を高い自由度でルール化し、
複合機本体のスキャン画像の一時保存領
域（BOX）と紐付けて処理する。【図 12】

使用予定の全複合機に領収書のス
キャン画像取り込み用 BOX をあらかじ
め作成し、以下の処理ルールを設定した。
Apeos はサーバー上のサービスとして
常駐し、BOX を取り込み元として監視

（30 秒ごとにポーリング）する。読み取
られた画像データがあれば、取り込んだ
うえで次の処理を実行する。

（1）  QR コードの内容を読み取り、変数
として格納（ハイフン等で分割され
ていれば複数属性として取得）

（2）自動正立
（3）PDF 変換
（4）  ファイル名設定（QR コード取得変

数）
（5）サーバーの指定フォルダに保存
（6）  読み取り条件等をテキストファイル

に出力

（1）の QR コード内容の読み取りに
ついては、読み取った複数ページの文書
中に QR コードが認識されると、次に
QR コードが現れるページの前までを 1
文書として区切れる。ただし 1 ページ中
に 2 つの QR コードがあると、エラーに
なる。
（6）は、電子帳簿保存のスキャナ保

存の要件として規定されたスキャン条件
（解像度、読み取りサイズ等）を担保す
る履歴として残すためのもので、後に
IBM i のデータベースに取り込む。

カラーでのフォーム印刷必須化
電子帳簿のスキャナ保存の要件とし

て、24Bit カラーでの読み取りが要求さ
れているが、Apeos で出力するスキャ
ン履歴のテキストファイルではこの情報
を取得できない。このためスキャン用の
台紙中にカラーサンプルを印刷し、ス
キャンされた画像がカラーで読み取られ
ていることを目視のうえ、その確認履歴
を残すこととした。【図 13】

Delphi アプリケーションでフォーム
設計した Excel を起動し、Excel 側の
マクロで台紙の印刷を自動実行する。
Excel のマクロで常にカラー印刷となる
ように制御するのは難しいので、あらか
じめデフォルト設定をカラー印刷にした
プリンタ情報をパラメータとして Excel
側に渡し、出力プリンタをマクロで指定
するようにした。【図 14】

駅すぱあと連携
旅費精算業務では、運賃明細の申請後

にネット等で各区間の料金を調査して記
入することが多く、また運賃をチェック
する側でも同様の調査が必要となる。今
回、駅すぱあと SDK を Delphi のアプ
リケーションに組み込み、指定区間の料
金を取得できるようにした。駅すぱあと
SDK の組み込みについては、すでにミ
ガロ．テクニカルアワード 2011 で事例
紹介されており、同様の方法で開発を進
めた。【図 15】

ここでは、駅すぱあとで取得したデー
タかどうかを判別できるように工夫して
いる。これにより申請金額の妥当性判断
を容易にし、チェック負荷の軽減を狙っ
た【図 16】。また駅すぱあとで指定する
出発地と到着地の履歴を保存し、これを
ComboBox の候補として選択可能にす
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図3　機器・システム構成

図2　システム概念図
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その他の考慮事項
要件を満たしたスキャン画像の取得

複合機でのスキャンデータで、常に定
められた要件を、すべて満足する条件で
読み込むには、解像度、カラーモード、
ファイル形式などを正しく設定する必要
がある。しかし手作業の場合、設定の間
違いなどで必ずしもルールどおりに運用
できない危険性がある。このため、複合
機の一連の各設定をまとめてメモリ登録
する機能を利用して、条件設定のバラツ
キが生じないようにした。【図 27】

資格に応じた日当、手当設定
当社では出張などの日当、宿泊手当な

どは資格に応じて単価が定められてい
る。従来、この単価はシステム上に反映
されておらず、社内規程に準じて計算し
記入していたが、精算頻度の少ない社員
や昇格直後の社員などが間違って申請す
るケースも多く見られた。

今回、既存の社員マスターから参照す
る資格と新たに設けた資格ごとの単価マ
スターにより、正しい単価が自動設定さ
れるようにした。

経理システム（仕訳データ）連動
経理部門のシステムも、同じ IBM i

を利用した社内開発システムである。今
回の精算システムでは、申請内容に基づ
く仕訳データが比較的容易に作成でき、
IBM i で発番される仕訳データ ID の取
得・更新も可能であるため、内容確認の
うえで仕訳データ作成と仕訳帳発行を自
動的に行えるようにした。

従来は申請者（立替本人）が作成した
精算書をもとに、事務スタッフが経理仕
訳を入力していたが、この処理は不要と
なった。また交際費等は 1 人当たりの負
担金額により、勘定科目の妥当性が判定
できるようになった。

ゴルフ利用税と部門間按分の考慮
仕訳データでは税計算の有無により

明細行を分ける必要があるが、ゴルフの
場合、領収書内に明記される利用税を二
重に税計算しないように内数から差し引
いて、それ以外の金額と 2 行分の仕訳
データを作る必要がある。

今回、精算システム上で総額と利用税
の金額をそれぞれ入力することにより、

ファイル内のメッセージを点滅状態
（Timer でカラー変更）でフォーム上部
に表示する。

死活チェックで NG の場合は、サー
バーの指定フォルダに相手 PC 名をファ
イル名に付加して保存する。受信者側は、
次にアプリケーションを起動する際に
サーバーの指定フォルダを確認するよう
になっており、自分の PC 名のファイル
があれば同様にメッセージを表示させ
る。【図 21】【図 22】【図 23】

受信者は、ワークフロー上で自身の処
理待ち状態となっているレコード分のみ
をリストで確認でき、Grid 上で選択し
た対象のPDF表示で内容を確認できる。

【図 24】

スマートフォン連携
電子帳簿保存のスキャナ保存制度で

は 2016 年より規制が緩和され、入力装
置としてスマートフォン、デジタルカメ
ラなどが認められている。ただしこれら
の機器を使用する場合は、受領してから
以降の処理の猶予期間が短いこと（受領
者本人が処理する場合はタイムスタンプ
の付与までの期限が 3 日以内）もあり、
今回の一連の開発では入力機器の対象外
とした。

ただし、ワークフローの査閲・承認用
の機能を Android アプリとして開発し
ている。【図 25】

スマートフォンでも申請フォームの
内容や領収書が PDF ファイルのイメー
ジで参照できるように、TWebBrowser
コンポーネントの利用を試みたが、
PDF ファイルは表示できないことが判
明した。これはミガロ . のサポートによ
り、intent という機能を使用した手法に
より実現できた。【図 26】

スマートフォンでの査閲・承認処理で
のワークフローデータベースの更新は
PC と同様であるが、メールおよびメッ
セージ通知方法が異なる。

通知先 PC の死活チェック等を直接ス
マートフォンから実行するのは難しいの
で、通知すべき内容を DataSnap サー
バー経由でデータベースに書き込み、常
駐起動する PC のアプリでそのデータ
ベースを Timer 監視し、レコードがあ
ればレコードの内容に応じて通知し、
メールを送付するようにした。

ることで、入力を省略した【図 17】。さ
らに料金計算結果取得のオプションとし
て、IC カード使用の有無を選択できる
ようにした。

ワークフロー処理
内部統制の強化、処理スピードと効率

アップのために、従来の紙ベース処理の
フォームを極力踏襲しながら、PDF ファ
イルをベースとしたワークフロー機能を
組み込んだ。処理 ID と紐付いたファイ
ル名で PDF 化した申請書フォームおよ
び領収書は、TWebBrowser を利用し
て確認できるようにした。【図 18】

電子帳簿保存のスキャナ保存では、経
費の申請者、領収書の確認者（スキャン
実行者）、最終承認者が重複せず相互牽
制を働かせる必要があり、承認ルート設
定時のエラーチェック機能が必要とな
る。また、経理担当部門の支払い処理前
の確認履歴も残せるようにし、チェック
漏れがないように実装した。

ワークフローについては、社員コー
ド、処理（申請）ID、処理実績日、進
捗ステータス、摘要などの項目を備えた
データベースファイルを新たに作成し、
申請・承認等の各役割の社員のアクショ
ンに応じてレコードが更新されるととも
に、次の担当者に処理（判定）を促す仕
組みとした。【図 19】

次に処理すべき担当者に早く気付か
せるため、社内メールに加えて、通常使
用している Delphi アプリケーションの
フォーム上部に、ブリンク（点滅）する
メッセージを割り込ませる仕組みを作っ
た。【図 20】

連絡メッセージは、社員マスターとシ
ステム機器一覧 DB からメールアドレ
ス、PC の IP アドレスを送信先として
取得し、パラメータ化した申請データよ
りメッセージ内容を作成する。社内メー
ルには Web メールを利用しており、被
通知者は任意のタイミングで確認できる。

一方、フォーム上部で点滅するメッ
セージは、送信側が Ping 機能で受信
PC の死活チェックを行い、繋がってい
れば相手 PC の指定フォルダに指定テキ
ストファイルを保存（すでにある場合は
メッセージ追記）する。

受信者側のアプリケーションは上記
フォルダを TShellChangeNotifier で監
視しており、変化があれば指定テキスト
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図5　組込み機能一覧（1）

図4　業務フロー図
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・スキャナによる電子化文書保存規定
・業務チェックシート
・スキャナ保存の事務処理にかかる検査

報告書（兼対策書）
・職責簿

最後に
今回の開発に際しては、単に業務の利

便性向上を目的とするだけではなく、電
子帳簿保存法からの法的要件も満足させ
る必要があったが、当初は法律の解釈、
運用ルールの決め方などがわからず、手
探り状態であった。

同業者等でも参考にする事例がな
かったため、富士ゼロックスに相談のう
え、税務署に申請するまでに数回のコン
サルタントを依頼し、承認に繋げられた。

また、袖山喜久造氏の『改正電子帳簿
保存法完全ガイド』と、ビジネス機械・
情報システム産業協会 ドキュメントマ
ネージメントシステム部会発行の解説書

（※ 1）を参考にした。
ミガロ . からの技術サポートで実現し

た機能も多く、各関係者に謝意を表した
い。

※ 1
『電子帳簿保存法スキャナ保存制度　

解説と検討の手引き〜国税関係書類の電
磁的記録の保存に向けて〜』（別冊を含む）

 M

自動的に 2 行の仕訳データを作成するよ
うにした。

また、費用の目的によっては複数の部
門で按分することがある。その場合は該
当部門ごとに仕訳データを作成していた
が、按分対象の部門と按分比率を指定す
ることで、必要部門分の仕訳データを自
動作成するようにした。

過去履歴コピー、事前申請連携機能によ
る入力容易化

出張では固定の取引先や例会など、同
じルート・交通機関を利用して定期的に
訪問するケースも多い。したがって過去
履歴の参照・コピー機能により、日付等
の最低限の修正を行うだけで申請手続き
が行えるようにした。

また、交際費の使用および宿泊（日当）
を伴う出張では事前申請を義務づけてい
るが、精算時は事前申請内容の再利用に
よる補助入力を可能とし、精算分に対す
る事前申請情報が関連して確認できるよ
うにした。

税務署への申請について
税務署へ電子帳簿保存法スキャナ保

存制度の適用申請を行うには、適正な運
用体制の整備とシステム構築が求められ
る。システム構築要件を大別すると、「真
実性」と「可視性」を満足させる必要が
あり、それぞれについてさらに細かい要
件が規定されている。【図 1】にその概
要を示すが、これらを担保するシステム
の実装、運用ルール、マニュアル、規程
の整備等が必要である。

所定フォーマットでの申請書のほか
に、要求されている要件を満たしている
と確認できる添付書類の提出および国税
の担当者（技術官）への説明が求められ
る。当社で用意した申請書類の一覧を下
記に記す。今回はさらに各要件に対する
添付資料の説明箇所と対応方法をまとめ
た一覧表【図 28】を準備し、提出した。

・スキャナ保存の承認申請書（控え）
・旅費・交際費精算システム設計仕様書
・旅費・交際費精算システム操作手順書
・業務フロー図
・タイムスタンプサービス契約手続き書

類
・旅費・交際費精算にかかる事務処理規

程
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図7　タイムスタンプ発行および結果取得方法

図6　組込み機能一覧（2）
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図11　Excelのバージョン値図10　Excelのバージョン判定方法

図9　ExcelにQRコードをオブジェクトとして挿入（ExcelのVBA）

図8　パソコンのBit数を確認する方法



13

図13　24Bitカラーでの読み取り確認方法

図12　XEROXスキャン機能およびApeosFlowService機能

図14　カラープリンタからの強制印刷方法（Excel VBA）
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図17　出発地、到着地の入力省略（履歴格納）

図16　駅すぱあと情報取込み明細（例）

図15　駅すぱあと情報取込みフォーム
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図18　ワークフロー査閲・承認画面

図19　新規作成データベース一覧
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図21　ワークフロー査閲・承認画面（PDF表示例）

図20　ワークフローメッセージ通知
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図22　メッセージ通知処理（死活チェック、ファイル送付）
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図23　Ping処理（死活チェック）
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図24　ワークフローメッセージ通知処理内容
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図25　Androidスマホでのワークフロー機能

図26　AndroidでのPDF表示方法
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図27　メモリ機能によるスキャン条件一定化

図28　スキャナ保存制度要件対応の要約説明資料（抜粋）
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図29　参考 事前申請および（申請者用）承認状況確認画面

図30　参考 出張旅費精算申請画面
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図31　参考 交際費精算申請画面

図32　参考 今回開発システムの運用対象書類
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業務の概要
当社は家電、ガス機器、OA 機器、医

療用機器などの完成品メーカーに、工業
用ゴム部品を納めている BtoB メーカー
である。客先数は約 300 社で、約 3000
点の部品を扱っており、全国および海外
に出荷している。また土木事業として、
軟弱地盤改良工事の設計・施工や福祉事
業を手掛けている。

基幹システムに関しては 1990 年から
AS/400 を導入し、そのほとんどを内部
開発してオリジナリティ ERP システム
を構築している。データ収集は、独自開
発の「Osaka-Ben Barcode System」を
導入しており、リアルタイムで基幹デー
タと連動したシステム環境となってい
る。【図 1】

開発の経緯
AS/400 の基幹データは昔ながらのグ

リーン画面で、一般のユーザーには受け
入れられにくく、ビッグデータの利用が

うまく進んでいなかった。そこで利用促
進を図ろうと、2013 年に一部の管理用
画面で Delphi/400 を採用し、Excel へ
アウトプットしたことで一気にデータ利
用が促進された。

今回発表する開発内容の経緯は一昨
年、筆者が業務改善のため、生産管理部
門をフォローすることになったのがきっ
かけである。現状分析を実施し、各メン
バーと面談した際、出荷業務の従事者が
毎日の出荷作業に追われ、モチベーショ
ンも芳しくないことが判明。彼らのモチ
ベーションを上げる手立てに頭を悩まし
ていたときに思いついたのが、「彼らの
仕事の成果を他部門の社員に PR すれば
よいのではないか」ということであった。

そこで他部門の社員たちが目にする
場所に大型モニターを設置し、Delphi/ 
400 を利用してリアルタイム情報を掲示
しようと思い立った。【図 2】

システムの概要
「Heart-Board プロジェクト」と名付

けて取り組んだ内容は、各工程の状態を
グラフや表にして、作業実績や状況を見
やすく順次表示することで、作業者自身
の確認はもとより、作業場の前を通る他
部門やお客様に見てもらい、意識の向上
を図っていくことであった。【図 3】に
全体の構成を示す。

受入状況・出荷進捗状況・倉庫別進捗
状 況・ 各 工 程 作 業 者 の 各 デ ー タ を
Delphi/400 でコントロールして表示す
ることで、各種データを同時に表示でき
るようになった。

受入状況の表示
当日の受入実績をバーコード転送と

同時に累積表示し、受入物の行先別件数
と過去 1 カ月の実績データを表示してい
る。【図 4】

出荷進捗状況の表示
当日の出荷準備状況をリアルタイム

に表示し、先 3 日間の事前準備状況と過
去 1 カ月の出荷実績データを表示してい
る。さらに画面下部に運送便ごとの集荷

Migaro.Technical Award 2019
ゴールド賞

部門 1

出荷業務従事者のモチベーションアップ大作戦
―Delphi/400で基幹データの見える化

池田 純子 様
錦城護謨株式会社
システム部
課長

錦城護謨株式会社
http://www.kinjogomu.jp/

工業用ゴム・樹脂製品の製造・販売
を主力事業とし今年創業 83 年を迎
える。「オンリーワン技術の開発」
をモットーに、材料開発、金型設計、
製造をワンストップで手掛ける技術
力と、徹底管理された工場力を強み
とする。土木事業では、独自工法を
用いた軟弱地盤改良分野でトップ
シェアを獲得している。
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図2　完成した掲示板（65inchモニター）

図1　KINJO ERP SYSTEM
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組みだと評価されている。また事前準備
も着実に成果を上げ、前日の出荷準備率
は設置前 40％程度だったのが 80％まで
改善し、出荷業務従事者のモチベーショ
ンもかなり向上した。【図 12】

今後の展開
Heart-Board プロジェクトは、ミガロ．

の担当者からのアドバイスも取り入れ、
Delphi/400 の仕組みを構築した。今後
もミガロ. からの支援を受けながら、新
しいアイデアを具現化していきたい。

今回の取り組みでは、Delphi/400 の
新たな使い方を発見できた。今後は、今
回の仕組みを他工程にも展開し、新たな
Delphi/400 の活用を模索して、基幹デー
タの有効活用を図りたいと考えている。
 M

状態を表示し、集配業者にもわかるよう
にした。【図 5】

倉庫別進捗状況の表示
出荷指図の品物から倉庫を特定し、倉

庫場所別に出荷準備の進捗状況を表示す
る。これにより、各倉庫担当者の競争意
識をもたせた。【図 6】

各工程作業者の表示
データ表示だけでは華やかさがない

ため、各工程作業者や関連スタッフの個
人目標付き笑顔ポーズ写真を間に挟み込
み、部署が一丸となって取り組んでいる
ことをアピールするように工夫した。【図7】

画面の切り替え構成
データは AS/400 から、他の画像は

ファイルサーバーから送信し、設定 INI
ファイルで画面切り替えや表示時間をコ
ントロールしている。【図 8】

出荷場所にモニターを設置したあと、
管理者のいる事務所にも同様の画面を設
置し、内容を確認できるようにした。管
理者用画面では、出荷場所のモニター情
報に加えてトラブル情報をデータ入力と
同時に表示させ、注意喚起を促している。

【図 9】

工夫した点
今回もっとも工夫したのは、スライド

メッセージを用いてトラブル情報を表示
したことである。

スライドメッセージは、TLabel（メッ
セージ表示領域）の Left プロパティ（左
位置）の値を時間の経過（TTimer でコ
ントロール）とともに、一定量ずつマイ
ナスしていくことで実現した。

連続してメッセージを表示させるた
め の 工 夫 と し て、 メ ッ セ ー ジ 用 の
TLabel を 2 つ使用し、メッセージを連
続表示できるように制御している。また、
静止画面の中に横方向の動きや効果音を
つけることで注目を惹きつけ、トラブル
情報の共有や対策に活用している。【図
10】【図 11】

設置後の成果
部署内はもちろん他部署からも非常

に高評価で、来客の方々からもよい取り
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図4　受入状況の表示

図3　システム全体図
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図6　倉庫別進捗状況の表示

図5　出荷進捗状況の表示
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図8　画面の切り替え概要図

図7　各工程者の表示
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図10　スライドメッセージの仕組み①

図9　スライドメッセージ（トラブル情報）
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図12　出荷前日準備率の推移

図11　スライドメッセージの仕組み②
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本論文では、iPhone で稼働する宝飾
管理システムの構築について述べる。当
社の基幹システムは 1986 年に AS/400
を導入後、一貫して AS/400 〜 IBM i
で構築してきた。基幹システムは、本社
で管理する加工、卸し販売、百貨店販売
から経理までをカバーしている。販売系
のシステムについては、製品画像を業務
画面上で確認したいという要望が強いこ
とから、PC で稼働する GUI システムを
構築している。

モバイル化の取り組み
とSP4iの採用

販売系システムについては、以下の課
題があった。

・販売系システムを外出先で利用したい
・販売した商品の画像登録を即時に行い

たい
・場所を問わず棚卸しを行いたい
・報告系の入力を移動中に行いたい

これらの課題を解決するために、
iPhone を使った販売システムの構築を
検討した。

まず約 50 名の営業担当者に iPhone
を 支 給 し た が、IBM i と 連 携 す る
iPhone システムをどのように開発する
か、という課題が残った。PC の販売シ
ステムで採用している IBM i の GUI 化
ツールはモバイル対応ができなかったた
め、新たなツールを検討。AS/400 〜
IBM i の長年の開発経験により RPG プ
ログラマーが多く在籍していることか
ら、RPG で IBM i モバイルアプリを構
築できる「SmartPad4i」（以下、SP4i）
を採用するに至った。

iPhoneシステムの概要
今回開発した iPhone の販売システム

は、部長、店長、営業担当者の約 50 名
が利用している。使用端末は、会社支給
の iPhone（iPhone8）のみに限定した。
システム構築にあたり、PC の GUI シス
テムの内容を基本的に踏襲しているが、

モバイル環境で必要な範囲に絞り込んで
いる。具体的にはダイヤ卸し系システム
と百貨店系システムをモバイルで構築す
ることとした。

本論文では、とくに百貨店系システム
について詳細に述べる。

モバイル用アプリ
開発方法の概要

今回の iPhone 対応アプリは、SP4i
のモバイル用アプリ 「SP4iV2」 アプリ
を使用して構築した。本アプリにより端
末に合わせた画面のレイアウトの最適
化、カメラ、バーコードリーダーが特別
なシステム開発なしで利用できる。

個々のプログラム開発方法は通常の
SP4i と同様で、作成済みの HTML をも
とに SP4i デザイナーで RPG のひな形
を作成し、生成された RPG プログラム
をもとに業務ロジックを開発する。

ログイン機能については、iPhone の
初期画面で SP4i システムアイコンを
タップ後に、アプリケーションの実行を

Migaro.Technical Award 2019
ゴールド賞

部門 1

iPhoneを利用した宝飾品の
販売系システムをSP4iで構築
島本 佳昭 様
株式会社大月真珠
システム室
課長代理

株式会社大月真珠
https://www.otsuki-pearl.co.jp/

創業 1930 年。真珠の加工・販売・
輸出および宝石、宝飾品の販売を行
う。多様なニーズに応えて生産・加
工・販売の一貫体制を取ることで、
高い競争力と信頼を得ている。製品
取扱量は非常に多く、アコヤ真珠の
1 級入札会シェアや真珠輸出額は業
界第 1 位。アコヤ貝の養殖などの
生産活動も積極的に行っている。
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図2　メインメニュー店長用図1　メインメニュー一般用

図4　持ち廻り1

図3　メインメニュー部長用

図6　持ち廻り3図5　持ち廻り2

図8　シフト図7　経費入力 図9　持ち出し
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店長向けメニュー
催事報告入力

催事報告を行うために入力する。催事
報告のメイン画面から、「他社売上」「ブ
ランド売上」「経費」「コメント」の各ボ
タンをタップすると、各入力画面が開き、
詳細を入力できる。登録が完了した項目
のボタンを緑色に変更することで、登録
済みであることが一目でわかるように工
夫した。【 図17 】【 図18 】【 図19 】【 図
20 】【 図 21 】

月末予測入力
毎月 20 日に、月末の売上予測の数字

報告を行う。入力ボタンをタップすると、
入力用画面が開く。【 図 22 】【 図 23 】

月次報告入力
毎月末に、店長が月末時点の売上数字

の速報値を報告するために入力する。メ
イン画面から各報告のボタンをタップ
し、それぞれの詳細入力画面に遷移。各
項目の入力後はボタンが緑色に変わる

（催事報告と同様の仕組み）。【 図 24 】
【 図 25 】【 図 26 】【 図 27 】

照会系メニュー・機能の
概要
営業担当・店長共通画面
シフト照会

日付指定でシフトを確認したい店の
メンバーのシフトを照会する。【 図
28 】【 図 29 】

属性照会
商品属性を確認するために照会する。

画面項目が多いため、中珠情報／脇石情
報／デザイン情報／管理情報／コメント
をセクション化し、セクションごとに明
細を折りたたんで表示・非表示を切り替
えられるように工夫した。【 図30 】【 図
31 】【 図 32 】

品番照会
品番の在庫の画像、在庫状況、在庫経

歴を確認するための照会。画像／在庫状
況／品番経歴をセクション化し、セク
ションごとに明細を折りたたんで表示・
非表示を切り替えられるように工夫した

（属性照会と同様）。この画面から「属」
ボタンをタップして、属性照会を呼び出

経費入力　
日々使用した経費、同行した百貨店の

外商員、商談回数などを入力する。【 図7 】

シフト入力
シフトが変更されたときに修正する。

【 図 8 】

持ち出し入力
商品を金庫から持ち出しするときに

入力する。【 図 9 】

持ち出し返却入力
持ち出しした商品を金庫に返却する

ために入力する。【 図 10 】【 図 11 】

画像登録入力
販売した商品の画像を登録する。ここ

では次のような工夫を行った。

（1）  SP4i のカメラ機能を利用して、指
示画面からカメラを起動して撮影
画像を登録する方法と、カメラロー
ルに保存済みの画像を登録する方
法の 2 つを可能にした。

（2）  適正な画像サイズとするために、
20KB 程度に圧縮をかけて保存した。

（3）  登録画像をIFS上のディレクトリに、
品番に関連付いたファイル名で保
管することにより、画像と品番の関
連付けを容易にした。なお、撮影は
横向きで行うことをルール化して
いる。【 図 12 】【 図 13 】【 図 14 】

棚卸入力
棚卸しを行うために入力する。読み取

りボタンをタップするとバーコードリー
ダーが起動し、値札の品番バーコードを
読み取った後に続けて、読み取りを行う
かどうかの確認画面を表示する。YES
をタップすると、続けてバーコードリー
ダーが起動する。【 図 15 】【 図 16 】

この画面では、次のような工夫を行った。

（1）  SP4i のバーコード読み取り機能を
利用して、連続読み取りとカーソル
移動ができるようにする。

（2）  連続読み取りが速すぎて、同じバー
コードを複数回読み取る事象が続
いたため、読み取りを続行するかど
うかの確認画面を間に入れること
で、同一品番読み取りを防止できた。

タップすると、SP4i アプリの固有メ
ニューをスキップし、初期業務メニュー
に直接遷移するようにした。VPN アプ
リを起動する際に、ユーザーごとに固有
の IP アドレスを付与して個人を識別で
きる仕組みを入れたことで、ユーザーの
職階に応じた個別の初期メニューをログ
イン操作することなく表示する。【 図
1 】【 図 2 】【 図 3 】

業務系（入力／更新系）
メニュー・機能の概要

各入力画面に共通の標準ルールを定
めることにより、エンドユーザーがわか
りやすくシステムを操作できるように工
夫した。

入力（更新）系のルール
入力画面は、各項目への入力後に「次

へ」ボタンをタップ→入力項目に保護が
かかり確認画面に遷移→確認後に「更新」
ボタンをタップすることで入力完了、と
いう流れである。

エラー項目は赤で反転させ、フィール
ドにフォーカスをセットすることで、確
認画面には進めなくする。

警告項目は黄色で反転させるが、黄色
に反転したまま確認画面で更新可能とす
る。

入力・照会の共通ルール
画面サイズに制約があるため、コード

検索を行いたい項目について、検索・照
会画面を別画面でポップアップ表示でき
る仕組みとした。コード検索可能な項目
は青字＋下線部、または検索ボタンを配
置して識別できる。

日付や簡単な CD 検索などは、プルダ
ウンメニューを利用する。

また品番入力フィールドには読み取
りボタンを用意し、バーコードリーダー
からの読み込みを可能にした。複数明細
のある画面では、連続読み込みも可能に
している。

営業担当者メニュー
持ち廻り入力（販売日報報告）

日々の販売日報報告を行う。読み取り
ボタンをタップすると、バーコードリー
ダーが起動する。【 図4 】【 図5 】【 図6 】
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図10　持ち出し戻り1 図11　持ち出し戻り2 図12　画像登録

図13　画像登録1 図14　画像登録2 図15　棚卸し1

図16　棚卸し2 図17　催事報告 図18　催事報告コメント
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絵文字などによる問題が発生した。これ
は、HTML 内にチェックロジックを埋
め込むことで解決した。

レスポンシブデザインと縦横スクロール
多くの照会画面共通のレイアウトと

して、画面を縦・横に向きを変更しても
レイアウトが崩れないレスポンシブデザイ
ンを採用。また、ヘッダ項目を固定化し
て縦横スクロールできるように工夫した。

評価と今後の展望
開発面

SP4i では、業務ロジックは基本的に
RPG で開発するので、多くの画面に対
応した多数の RPG プログラムをいかに
効率的に開発するかが鍵となる。そのた
め、以下の例のように宣言部、自由記述
部、構造体、テーブルなどにソースを分
割し、コピー句も多用してソースコード
の標準化を図ることで、効率的に開発で
きるように努めた。

例）　  催事広告入力 1　画面のプログラ
ムコード構成

HE010R1B　　RPGLE　　SP4i
　　催事報告入力 1　　　各種宣言部
HE010R1C　　RPGLE　　SP4i
　　催事報告入力 1　　　自由記述部
HE010R1D　　RPGLE　　SP4i
　　  催事報告入力 1　　　D,I（構造体）

仕様書
HE010R1H　　RPGLE　　SP4i
　　  催事報告入力 1　　　H,F,D（テー

ブル）仕様書

業務面
本システムの稼働後、それぞれの入力

や照会の使用頻度は増えており、ユー
ザーに浸透しつつある。またユーザー部
門からの要望に応えて、改善を実施して
いる。毎月 1 日に利用店、担当者ごとに
各プログラムの利用状況を分析するため
の統計表を作成し、この統計表をもとに
使用頻度の低い入力・照会・ユーザーを
洗い出しすることで、ユーザーにとって
より役立つ使いやすいシステムとなるよ
うに改善を続けていく。【 図 63 】

 M

未決速報
所属グループ店舗の売上実績を店舗

一覧で照会する。店名をタップして、担
当者別の速報照会を呼び出せる。縦・横
のレスポンシブデザイン対応で、横スク
ロールも可能（未決速報 3-1、3-2）。【 図
56 】【 図57 】【 図58 】【 図59 】【 図60 】

部長用照会画面
月末予測一覧照会

店長が入力した月末予測を店舗別に
一覧で照会する。店名をタップすること
で、各店の月末予測を照会できる。未決
速報と同様のデザイン設計。【 図 61 】

月次報告一覧照会　
店長が入力した月次報告を店舗別に

一覧で照会する。店名をタップすること
で、各店の月次報告を照会できる。未決
速報と同様のデザイン設計。【 図 62 】

開発上の苦労や工夫
した点

本システムの開発で苦労した点や工
夫した点は、以下のとおりである。

HTML 作成
今回初めて取り組んだ。当初はホーム

ページビルダーを使ってデザインしてい
たが、現在はツールなしで開発している。

Java スクリプトの利用　
スクロール時のヘッダ項目の固定化

などの画面制御は、フリーの Java スク
リプトライブラリ（jQuery など）を利
用して実現した。

文字入力を極力削減　
スマートフォンで使用するので、文字

の入力をできるだけ少なくした。プルダ
ウン選択、IBM i のマスターデータから
候補リストを取得して選択、数字入力
フィールドはフォーカスインした時点で
入力値をすべて選択状態にして修正を容
易にする、などの工夫を行った。また候
補リストの選択は、項目に青下線を付け
るルールで統一した。

使用文字の制限　
データは IBM i に格納するため、入

力はできても、保存はできないといった

せる。また、品番経歴部分は縦・横スク
ロールが可能である。【 図 33 】【 図 34 】

特招一覧照会
催事の開催情報を確認するために照

会する。売上店をタップすると、催事報
告の画面が呼び出せる（催事報告 1）。
また開始日をタップすると、催事計画の
画面を呼び出せる（特招一覧 1）。【 図
35 】【 図 36 】【 図 37 】

出庫伝票一覧照会　
本社から店舗に送った伝票の一覧を

確認するために照会する。伝票番号を
タップすると、伝票明細（品番単位の内
訳）画面を呼び出せる。【 図 38 】【 図
39 】【 図 40 】

在庫問い合わせ（宝石一般）
在庫を検索するために照会する。品番

ごとに商品の画像や属性、在庫場所が確
認できる。画像をタップすると画像照会
に遷移する。【 図 41 】【 図 42 】【 図 43 】

在庫問い合わせ（ダイヤ）
在庫を検索するために照会する。品番

ごとに商品の画像や属性、在庫場所が確
認できる。【 図 44 】【 図 45 】

在庫問い合わせ（ブランド）
在庫を検索するために照会する。品番

ごとに商品の画像や属性、在庫場所が確
認できる。【 図 46 】【 図 47 】

在庫問い合わせ（真珠）
在庫を検索するために照会する。品番

ごとに商品の画像や属性、在庫場所が確
認できる。宝石一般と同様に画像照会に
遷移する。【 図 48 】【 図 49 】

未決明細照会　
持ち廻り入力を行い、発生した売上を

照会する。店 CD と担当者 CD、年月指
定が必須となる。【 図 50 】【 図 51 】

店長用照会画面
シフト集計照会　

店の所属メンバーのシフトを集計し
て照会する。店 CD と年月指定が必須と
なる。年度を指定すると、累積有休数の
みを照会できる（シフト集計 4）。【 図
52 】【 図 53 】【 図 54 】【 図 55 】
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図19　催事報告ブランド 図20　催事報告経費 図21　催事報告他社情報

図22　月末予測 図23　月末予測1 図24　月次報告

図25　月次報告コメント 図26　月次報告他社 図27　月次報告特招
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図29　シフト2 図30　属性照会1

図31　属性照会2 図32　属性照会3 図33　品番照会1

図34　品番照会2 図35　特招一覧 図36　特招一覧1

図28　シフト1
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図37　催事報告1 図38　出庫伝票一覧1 図39　出庫伝票一覧2

図40　出庫伝票一覧3 図41　在庫問い合わせ宝石1 図42　在庫問い合わせ宝石2

図43　在庫問い合わせ宝石3 図44　在庫問い合わせダイヤ1 図45　在庫問い合わせダイヤ2
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図46　在庫問い合わせブランド1 図47　在庫問い合わせブランド2 図48　在庫問い合わせ真珠1

図49　在庫問い合わせ真珠2 図50　未決明細1 図51　未決明細2

図52 　シフト集計1 図53　シフト集計2 図54　シフト集計3
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図55　シフト集計4 図56　未決速報1 図57　未決速報2

図58　未決速報3-1

図59　未決速報3-2
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図62　月次報告

図61　月末予測

図60　未決速報4
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図63　統計表
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業務課題
外回りの社員より、スマートフォンを

使用して外出先で各種情報の確認や登録
ができるWeb化画面を要望されていた。
お客様サイト用に導入した「SmartPad4i」

（以下、SP4i）で開発可能であるものの、
以下の課題により導入できずにいた。

（1）‌‌導入後も高頻度で改善・機能追加を
求められることが予想されるが、社
内は RPG のみの技術者が多く、定
形化されたソースをもとに開発し
ており、HTML など RPG 以外の
仕組みに不慣れである。

（2）‌‌SP4i の標準機能のみでは個々の画
面に合わせた多様な HTML 設計が
必要となるため、開発できても導入
後の運用が困難と推測される（開発
を担当した本人にしか改修できな
い）。

改修を意識した設計
（1）‌‌HTML の構成は極力シンプルなも

のとし、入力欄やボタン等の大きさ
は共通 CSS で定義することで、導
入後の修正担当者が HTML の構成
を極力意識せずに済むよう設計す
る。【図1】

（2）‌‌既存の定形化された RPG ソースを
元に、SP4i の自動生成ソースに埋
め込んで使用する定形 RPG ソース
を設計。新規画面開発時には、定形
ソースの利用により開発の標準化
と効率アップを図る。【図2】【図 3】

業務課題の解決
まずは、社員より要望の多い情報の照

会・登録画面を開発し、運用を開始。そ
の後、感想や要望を踏まえ、機能追加を
繰り返しているが、（2）の設計により、
新規画面開発時の負荷は少なく済んでい
る。また、各画面の見栄えや操作性が統
一されている。総じて、システム部門の

管理負荷を軽減し、社員からの要望に迅
速に応えられている。
‌ M

Migaro.Technical Award 2019
優秀賞

部門 2

SmartPad4iによる、 
導入後の改修を意識した設計
西村 直也 様
株式会社ジャストオートリーシング
営業企画部 システム課

株式会社ジャストオートリーシング
https://www.justauto.co.jp/

神奈川、東京都南西部を営業基盤と
する独立系オートリース専門会社。
神奈川県内で最大規模の自動車整備
工場を運営し、自動車リースを中心
に、車検や新車／中古車の販売、損
害保険など、自動車に関する総合的
なサービスの提供をコンセプトに
日々、お客様に対応している。
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図3　エラー時の定型ソース

図2　ボタン処理の定型ソース

図1　共通CSSの説明
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業務課題
当社は臨床検査事業、検診事業などを

主な事業として、医療の発展を通した社
会貢献を目指して活動している。このよ
うな当社の業務の性格上、データの収集
と分析を常に行っており、各種データの
見える化を進めている。

本論文では、情報システム部門で管理
するサーバールームの温度、湿度データ
を見える化した事例を紹介する。この取
り組みは、以下の 2 点を狙いとしている。

・サーバールームの温度、湿度の異常値
を迅速に発見できる態勢を確立し、シ
ステムを安定的に運用する。

・今回開発した見える化の仕組みを今
後、医療検査機器の管理に応用する。

画面機能の詳細説明
温度・湿度データは、センサーを使っ

て約 15 分ごとに IBM i に取り込んでい
る。【図 1】IBM i データの見える化は、

Valence App Builder を使用して実装
した。【図 2】の画面には下記のデータ
が表示されている。

画面上部
サーバールームの温度と湿度を時系

列の折れ線グラフで表示している。左軸
の単位は温度（℃）と湿度（％）を表し
ている。

画面下部
各回の測定値のログを一覧リスト形

式で表示している。ここではページ切り
替え機能とデータダウンロード機能を実
装した。

Valence App Builder では、「ウィ
ジェット」と呼ばれる部品の中から表示
内容に合わせてグラフ等を選択する。今
回、1 画面内に折れ線グラフと一覧リス
トの 2 つのウィジェットを配置したが、
基本的にコーディングは行わずに、設定
のみで画面を構築できた。DB 構造上、
日付データと時間データの SQL による

結合のみ行ったが、これを含めても開発
に要した時間はわずか 30 分であった。

画面による業務課題の
解決

今回の開発によりサーバールームの
温度・湿度が視覚的、直感的に把握可能
になった。また測定値ログのダウンロー
ド機能により、統計資料の作成などにも
役立てられる。さらに今後、Valence 
App Builder を使った IBM i データの
見える化にも展望を開くことができた。
次の開発として、医療検査機器の精度管
理を考えている。各検査機器は精度の基
準値が定められており、この基準を満た
しているか定期的に測定し、各検査機器
から IBM i にデータを取り込んでいる。

このデータのモニタリングに今回の
手法を応用したい。さらに最新データを
定期的に自動取得しながら、グラフ画面
の切り替え表示を行う Valence の「キ
オスクモード」機能の実装も今後検討し
ていきたい。 M

Migaro.Technical Award 2019
優秀賞

部門 2

Valenceを使用した 温度・湿度ログ表示
―サーバー室内温度・湿度変化の見える化

中谷 佳史 様
株式会社保健科学西日本
情報管理課
顧問

株式会社保健科学西日本
http://www.hk-wj.co.jp/

医科学の研究と応用を通して人々の
命を守り、医療業務に携わる人達を
支援することを目標として、臨床検
査事業を中心とした業務を行ってい
る。最新機器やトレーサビリティ確
保のためのバーコードシステムの導
入により、医療機関、企業、教育機
関などに向けて正確かつ迅速に検査
情報を提供している。
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図2　温度・湿度ログ表示画面

図1　温度・湿度センサーからのデータ取得
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業務課題
元号の変更に伴い、IBM i から出力し

ている伝票の「平成」表記を西暦に変更
する。そのために、プログラム内の固定
値で管理している元号表記を編集する必
要があった。

技術課題
RPG や CL を編集する際、5250 画面

ではなく操作しやすい GUI 画面で編集
したい。GUI でソースコードを編集す
るためのツールは存在するが、当社の
IBM i のバージョンに対応するものは販
売終了となり、入手できない。

技術課題の解決策
Valence ユーティリティの機能の 1

つである「File Editor」は、IBM i の
DB やテーブルを参照・更新できるツー
ルで、Web ブラウザで利用する Valence
メニュー画面から簡単に呼び出せる。

Valence メニューは、大きなアイコン
を配置しており、使い勝手がよい。【図 1】

また File Editor 画面は、最近使った
ファイルがショートカット化されるた
め、頻繁に使用するファイル／ライブラ
リー名の都度入力は不要となる。【図 2】

この File Editor を使ってプログラム
ソースコードの編集を行うところが、今
回工夫した活用方法である。編集手順は
以下のとおり。

まず、ソースライブラリーから編集・
確認したいメンバーを選択する。【図 3】

選択したメンバーの編集画面【図 4】
で、編集したいソースの行をダブルク
リックすると、編集用のダイアログが表
示される。【図 5】

従来の方法【図 6】と比べると、File 
Editor を使ってソースコードの内容を
簡単かつ確実に編集でき、とくに本事例
の日付表示形式変更のような既存プログ
ラムの特定箇所の編集作業には非常に有
効だった。ちなみにコンパイルは 5250
画面で実行している。【図 7】

業務課題解決と効果
ブラウザベースなので、メインで使用

している Mac からでもソースコードの
確認、編集ができるようになった。ソー
スコードを Excel 形式で簡単にダウン
ロードできるので、バックアップ目的や
ソースコードの確認が楽になった。

今後も消費税変更対応など、IBM i の
テーブル／ソースコードを変更する際
に、Valence File Editor を利用する予
定である。
 M

Migaro.Technical Award 2019
優秀賞
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RPGソースコードを 
Valence File Editorで改修
福島 利昭 様
株式会社ランドコンピュータ
代表取締役社長

株式会社ランドコンピュータ
https://www.rand.co.jp/

高校、大学等のコンピュータ教室で
使われる「授業支援システム」の設
計、開発、販売を行っており、学校
等の教育関連施設に対して 5000
件以上の納入実績がある。業務ソ
リューションに必要なソフトウェア
開発と、画像・音声処理などの機器
製造をトータルに展開している。
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図3　ソースメンバーの選択

図2　File Editorの画面

図1　Valenceメニューの画面
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図5　編集用ダイアログの表示

図4　File Editorのメンバー編集画面
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図7　コンパイルは5250で実行

図6　5250画面で編集
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2018 年より、Delphi/400、SmartPad4i
（以下、SP4i）、Business4mobile の 開
発 元 SystemObjects 社 は、 当 社
Metrixware（メトリクスウェア）グルー
プに加わることとなった。Metrixware
は、IBM i およびメインフレームの開発
を効率的に行うための統合開発環境、エ
ミュレータなどのツールで、特に欧州の
金融機関向けなどで多くの導入実績があ
る。

本レポートでは、当社の基幹ツールで
あるCobos製品の仕組みと特徴を、IBM i、
SP4i ユーザー向け機能を含めてご紹介
する。

Cobosの概要
Cobos は、COBOL、RPG、PL/Ⅰ、

汎用機のアセンブラといった汎用機系の
言語を標準的なワークステーション上で
開発するための SDE（スマートな開発
環境）を提供する。【図 1】また、Cobos
にプラグインを追加することにより、
日々の開発・運用作業やメインフレーム

へのアクセスを自動化できる。
Cobos を利用することのメリットは、

次のとおりである。【図 2】

・他の言語（Java 等）の開発者が使用
している標準的な開発環境が利用可
能

・開発を補助するツールによる生産性の
向上

・カスタマイズや拡張が可能なオープン
な環境

Cobosのシステム構成
Cobos 環境は、次の要素で構成され

ている。

・PC：Neon4.6 以降のバージョンの
Eclipse および Java SE8

・対象サーバーとして以下が利用可能
　－  IBM z/OS：必要なコンポーネン

トを区分データセットに保管した
メインフレームサーバー

　－  IBM i：アプリケーションの保管・

ビルド・配布を行うサーバー。Cobos
は、Web・モバイルアプリ開発ツー
ル SP4i との完全な統合を実現して
いる

　－  Linux または Windows サーバー：
アプリケーションの保管・ビルド・
配布を行う

・ 構 成 管 理 ツ ー ル（ オ プ シ ョ ン ）：
Subversion、Git/Gerrit、その他

・継続的インテグレーションツール（オ
プション）：Jenkins、その他

プラグイン機能の紹介
Cobos は、Eclipse のプラグインとし

て開発された。このため、顧客のさまざ
まなニーズに適合するプラグイン機能を
追加して、よりリッチな開発環境を継続
的に構築することが可能となっている。

Cobos 環境は、2009 年のリリース以
降も成長を続けており、以下のような拡
張機能を提供して幅広いニーズに応えて
いる。

Migaro. Special Report

統合開発環境Cobosのご紹介
―RPG・SP4iの効率的な開発に

Julie Dumortier 様
Metrixware group
President

Metrixware group
https://www.metrixware.com/

Metrixware は 25 年以上にわたり、
企業の基幹システムのモダナイゼー
ションおよび開発効率向上に役立つ
ソフトウェアを提供してきた。IBM
汎用機および IBM i のソリューショ
ンを得意としている。本社はフラン
スで、欧州の銀行などをはじめ大企
業から中堅企業まで顧客は世界中に
広がっている。
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図3　Cobosの仕組み

図2　Cobosの特徴

図1　Cobos開発環境（RPG編集画面）
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・SP4i デザイナー機能を完全に組み込
み【図 6】

－  既存の SP4i プロジェクトを Eclipse
プロジェクトとして取り込み

－  同時に複数のプロジェクト、テンプ
レートを開ける

－すべてのデスクトップ機能を実装
－   Eclipse のオリジナル機能を利用可

能
－   HTML エディター、Web ページ

エディター、デザイナーのすべて
のツールを 1 か所に集約

－  接続管理、配布ビューの使いやすさ
の改善

・コマンドビューの改善

－   URL コマンドのパラメータに対応
－  フォームの変数を使ってホストの

ユーザー ID を使用
－  各リソースで使用している文字

コードをフォーム上に表示

・Z/Navigator で、メインフレームの
メンバーをコピー／ペーストするた
めのショートカットに対応

最後に
RPG、COBOL の開発者不足が叫ばれ

ているが、若い開発者に人気のある
Java 等の開発言語と比べて、言語仕様
だけでなく、RPG や COBOL の開発環
境が大きく異なっていることも一因と思
われる。

Cobos はオープン系の開発手法に慣
れた技術者を IBM i や IBM Z の世界に
招き入れるのに最適なツールと考えてい
る。昨年の SystemObjects 社との統合
以来、IBM i/RPG 関連機能強化、SP4i
との統合、全角文字対応（日本語対応）
などの Cobos の改善を実施してきた。
当社では、Cobos がミガロ. 製品ユーザー
様の日々の開発業務の効率アップに貢献
できることを願い、さらに機能改善を重
ねていく予定である。

 M

－   Z/Jobs プラグイン：z/OS のジョ
ブ管理を行う。

－   Z/Search プラグイン：メインフ
レーム上で、特定の文字列を含む
ソースを検索する。

－   je3270プラグイン：3270エミュレー
タによりメインフレームにアクセ
スする。

以上のほかにも Cobos は、アプリケー
ションマッピング、影響分析、DevOps
環境へのインターフェース、利用企業の
ニーズに応じたソフトウェアファクト
リーなど、開発を支援するさまざまな拡
張機能を提供する。

Cobosの仕組み
Cobos は Eclipse の標準的な機能拡張

の仕組みを利用している。構造図は【図
3】のとおり。

DevOps との統合
Cobos は、専用のウィザードやスク

リプトのカスタマイズにより、開発者の
端末にオープンソースのソフトウェア
ファクトリー環境（DevOps）を組み入
れることができる。【図 4】は、組み入れ
可能な DevOps の一例である。

Cobosの新機能
最新版のバージョン 4.2.0 では、以下

のような新機能を追加した。

・FTP4i 接続について、全角文字に対
応（日本語対応）

・Scort デザイナーに Web サービス関
連機能を追加【図 5】

－ WSDL のインポート
－   Web サービスに対して情報のリク

エストと受け取りを行う COBOL
コピーブックを生成

－  ランタイム環境に配布するための
Java クラスを生成

－  アーティファクトをメインフレー
ムおよび Web サーバーに配布

－  生成したコードをテストタブによ
りテスト

・COBOL エディター：COBOL 開発環
境を Eclipse の統合開発環境に統合

・RPG エディター：固定フォームおよ
びフリーフォーム RPG に対応して、
RPG の構文着色（構文強調）、コンテ
ンツアシスト（コード補完）、アウト
ラインビューの機能を利用できる。

・GnuCOBOL（旧 OpenCOBOL）コン
パイラ：フリーの COBOL コンパイ
ラ機能。これにより、ローカルワーク
ステーション上でソースコードの構
文チェックが可能となる。

・PL/1 エディター：構文着色（構文強 
調）、コンテンツアシスト（コード補
完）、アウトラインビュー、ダークテー
マ、メインフレームのリモートコンパ
イルの各機能を利用できる。

・JCL エディター：構文着色（構文強 
調）、コンテンツアシスト（コード補
完）、アウトラインビュー、およびメ
インフレームのジョブ実行（サブミッ
ト）ができる。

・REXX エディター：オープンソース
プロジェクトより移植

・Scort デザイナー：Scort をプラグイ
ンで組み込むことにより、COBOL、
RPG プログラムを Web アプリケー
ションとして利用できる。
注：  Scort は当社製ツール（https://

w w w . m e t r i x w a r e . c o m /
products/mis/ － lang ＝ en）

・Cobos4i の各機能：IBM i 向けに以下
のプラグインを用意している。

－   SP4i プラグイン：Web およびモバ
イル向けアプリケーションの開発
が可能となる。

－   5250 エミュレータプラグイン：
5250 エミュレーションから IBM i
サーバーにアクセスできる。本機
能は SP4i 機能を利用している。

－   FTP4i プラグイン：IBM i のプロ
グラムへのアクセスと自動コンパ
イルを行う。

・Cobos4z の各機能：IBM z/OS メイ
ンフレーム向けに以下のプラグイン
を用意している。

－   Z/Navigator プラグイン：メイン
フレーム上のデータセットに直接
アクセスできる。



57

図6　SP4iの組み込み

図5　Scort Webサービス連携

図4　DevOpsとの統合
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1. はじめに
外部システムのデータやユーザーが

作成したデータを CSV ファイルに保存
し、IBM i データベースに更新する際、
SQL や RPG で更新処理を実装しようと
すると、更新先のデータベースごとにプ
ログラムを開発する必要がある。【図 1】

また iSeries Access for Windows や
PCOMM のデータ転送機能を利用して
更新する際も、データベースごとに設定
ファイルを作成する必要がある。

本稿では、データベースごとにプログ
ラムを開発することなく汎用的にデータ
を更新する手法として、FTP 送信処理
を紹介する。FTP 処理の手法について
は、『ミガロ . テクニカルレポート 2014』
の「大量データ処理テクニック 〜 FTP
を利用したデータ転送〜」にも紹介され
ているので、ぜひこちらも参考にしてい
ただきたい。

本稿では、まず第 2 章で IBM i デー
タベースへダイレクトに FTP 送信する
方法を紹介する。次に第 3 章では、第 2

章で作成した送信処理をもとに送信先の
ファイルレイアウトを考慮し、汎用的に
送信する手法について紹介する。【図 2】

2.   IBM iデータベース
へのFTP送受信処理

2-1. FTP送受信処理について
ここでは「Indy」を使用し、TIdFTP

コンポーネントを用いて FTP サーバー
との通信を行う方法、並びに FTP サー
バーに IBM i データベースを設定し、
CSV ファイルを送信する手法を紹介す
る。
「Indy」とは、Delphi/400 で使用で

きるオープンソースのネットワーク関連
コ ン ポ ー ネ ン ト 群 の こ と で あ り、
Delphi/400 に標準で付属している。ま
た FTP（File Transfer Protocol、ファ
イル転送プロトコル）とはサーバー間、
またはサーバー・クライアント間でファ
イル送受信を行う際に利用される手法の
1 つである。

田村 洋一郎 / 宮坂 優大 / 都地 奈津美
株式会社ミガロ.

システム事業部 システム1課

1.	 はじめに
2.	 IBMi データベースへの FTP送受信処理
2-1.	FTP 送受信処理について
2-2.	FTP 送受信処理の前提条件
2-3.			IBMi データベースへのアップロード処理
3.	 		ファイルレイアウトを考慮した FTP送信処理
3-1.			ファイルレイアウトを考慮する理由
3-2.			ファイルレイアウトを考慮した送信処理
4.	 さいごに

［Delphi/400］

IBM iデータベースへの
FTP送信手法の紹介

略歴	 都地 奈津美
1989 年 8 月 19 日生まれ
2012 年 3 月 関西学院大学 理工学部卒業
2012 年 4 月 株式会社ミガロ．入社
2012 年 4 月 システム事業部配属

現在の仕事内容
主にDelphi/400を使用したシステム受
託開発とシステム保守を担当。開発スキ
ルの向上を目指し、日々精進している。

略歴	 宮坂 優大
1982 年 11 月 19 日生まれ
2006 年 3 月 近畿大学 理工学部卒業
2006 年 4 月 株式会社ミガロ．入社
2006 年 4 月 システム事業部配属

現在の仕事内容
主にDelphi/400を利用したシステムの受託開
発をメインに担当。Delphiおよび Delphi/400
のスペシャリストを目指して精進する日々 である。

略歴	 田村 洋一郎
1983 年 9 月 27 日生まれ
2006 年 3 月 近畿大学 理工学部卒業
2006 年 4 月 株式会社ミガロ．入社
2006 年 4 月 システム事業部配属

現在の仕事内容
RPGやDelphi/400などの開発経験を経
て、現在は要件定義から安定稼働フォロー
まで、システム開発全般に携わっている。

Delphi/400
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図1　IBM	iデータベースへの取込例1（データベース毎にプログラム開発）

図2　IBM	iデータベースへの取込例2（汎用的に送信処理を開発）
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（CreateString メソッド）
FTP 送信する CSV ファイルは、カン

マ区切りで構成されている。そのまま
FTP 送信するとカンマ自体もデータと
して送信されるので、文字列成型を行う。
文字列の成型方法については以下、④
-1. 〜④ -3. に記載する。

④ -1. 送信元 CSV ファイルの読み込み
TStringList（slReadCSV）を生成し、

LoadFromFile メソッドにてIBM iデー
タベースへ FTP 送信する CSV ファイ
ルを設定し、ファイルを読み込む。読み
込んだ CSV ファイルをさらに 1 行ごと
に読み込み、以下④ -2. の処理で文字列
成型を行う。【ソース 2- ④ -1】

④ -2. 読み込んだファイルの文字列成型
TStringList（slRowCSV）の Comma 

Text に対して、④ -1. で読み込んだデー
タ（slReadCSV）を代入する。slRow 
CSV の各項目を文字列として接続し、
String 型変数（sCVSText）へ代入し、
カンマを除去する。カンマを除去した
sCSVText を、ファイル保存用 TString 
List（slSaveCSV）に追加する。【ソー
ス 2- ④ -2】

④ -3.   文字列成型後の CSV ファイルを
保存

カンマを除去した文字列を保管した
TStr ingList（slSaveCSV） を、
SaveToFile メソッドにて保存する。

【ソース 2- ④ -3】

⑤ Put メソッド
各プロパティの設定および送信元

CSV ファイルの成型が完了したら、Put
メソッドを呼び出し、FTP 送信処理を
行う。引数で設定した条件で、ファイル
を FTP 送信先にアップロードする。第
2 以降の引数は省略可能である。

第 1 引数：
アップロード元ファイルのフルパス

を設定する。（1）で配置した「転送元
CSV ファイル」を設定する。
第 2 引数：

アップロード先のファイル名を設定
する。（1）で配置した「転送先ライブラ
リ名」「転送先ファイル名」を設定する。
ブランク設定時または省略時は、第 1 引

的な FTP 送信を行うプログラムを実際
に作成していく。

（1）コンポーネントの配置
接続先情報と送信元ファイルを設定す

るための TEdit、FTP 通信を行うため
の TIdFTP、並びに TLabel や TButton
をそれぞれ画面に配置する。【図 6】

送信元となる CSV ファイルは、画面
上の「転送元 CSV ファイル」で設定する。
また、送信先は「転送先ライブラリ名」「転
送先ファイル名」に設定する。

（2）FTP送信処理の実装
配置した「FTP 送信開始」ボタンの

OnClick 処理を作成したら、実際に
FTP 送信するソースコードを記述する。

次に、TIdFTP コンポーネントが持
つプロパティや、今回の処理で行ってい
るメソッドについて解説する。

①接続設定と接続処理
Host、Username、Password の各プ

ロパティに、FTP 通信を行うための値
を設定する。【ソース 1- ①】

Host には接続先 IBM i データベース
の IP ア ド レ ス を、Username と
Password には IBM i データベースサイ
ンオン時のユーザー名とパスワードを設
定する。

接続設定が完了したら、Connect メ
ソッドで接続する。接続後は、try 〜
finally で処理を囲み、処理終了後は
Disconnect メソッドで接続を終了する。

② Passive プロパティ
パッシブモードで送信するため、

Passive プロパティは True を設定する。
【ソース 1- ②】

③ TransferType プロパティ
ftASCII、ftBinary の 2 種類が存在し、

ファイルの送受信をテキストファイル形
式、バイナリ形式のどちらで行うかを設
定 で き る。IBM i デ ー タ ベ ー ス は
EBCDIC のため、ftBinary を設定する。
な お、ftBinary は IdFTPCommon.pas
で 定 義 さ れ て い る た め、uses に

「IdFTPCommon」を追加する。【ソー
ス 1- ③】

④  送信元 CSV ファイルの文字列成型

Indy のコンポーネントの 1 つである
TIdFTP を利用することで、IBM i デー
タベースやファイルサーバー等とクライ
アントの間で、FTP 通信を利用したファ
イルの送受信を行える。

なお、本章で作成しているプログラム
は、Delphi/400 10.2Tokyo を使用して
いる。

2-2. FTP送受信処理の前提条件
まず、IBM i データベースに対して

FTP を利用したファイルの送受信を行
うための前提条件として、IBM i データ
ベースが FTP 送受信を許可しているか
を確認する必要がある。

5250 画面で「NETSTAT *CNN」コ
マンドを実行すると、IPV4 接続状況の
一覧が表示される。

接続状況一覧の中で、「ftp-con」また
は 21 番のローカルポートが「接続待機」
になっていれば、FTP 接続が許可され
ている。【図 3】

存 在 し な い 場 合 は、5250 画 面 で
「STRTCPSVR SERVER(*FTP)」 コ マ
ンドを実行すると、FTP 接続を許可で
きる。また、IBM i で接続待機になって
いても FTP 通信ができない場合、クラ
イアント側のファイアウォールの設定で
IBM i との FTP 通信が許可されている
かを確認する。

次に、送信する CSV ファイルの書式
について解説する。

CSV ファイルの項目の並び順および
桁数は、送信先となるデータベースファ
イルのフィールド順と揃える必要があ
る。

今回使用する送信先のファイルのレ
イアウトを確認する。送信先のファイル
は、次のように定義している。【図 4】

・半角文字フィールド（A タイプ 10 桁）
・全角文字フィールド（O タイプ 20 桁）
・数値フィールド（S タイプ 10 桁）

送信する CSV ファイルは、【図 5】の
ように作成した。

2-3.   IBM i データベースへのアップ
ロード処理

2-2. の準備事項が確認できたら、基本
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図5　送信元CSVファイル

図4　送信先ファイルレイアウト

図3　IBM	iのFTP送受信許可の確認

図6　コンポーネントの配置
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Get メソッドを呼び出し、ファイルレイ
アウトの取得（FTP 受信処理）を行う。
引数で指定した条件で、ファイルを
FTP 受信先にダウンロードする。第 3
引数は省略可能である。【ソース 4- ②】

第1引数：
ダウンロード元のファイル名を設定

する。（1）で配置した「DDS ライブラ
リ名」「DDS オブジェクト名」「DDS ファ
イル名」を設定する。
第2引数：

ダウンロード先ファイルのフルパス
を設定する。（1）で配置した「DDS 保
管テキストファイル」を設定する。
第3引数：

ファイルダウンロード時、上書き保存
するかどうかを設定する。True を設定
すると上書き保存する。省略時は False。

以上のサンプルプログラムを実行し
た結果、FTP 受信したファイルレイア
ウトのテキストファイルを確認する。今
回は、第 2 章で使用したファイルのファ
イルレイアウトを取得する。【図 12】

（3）送信元CSVファイルの文字列成型
次に、（2）で受信したファイルレイ

アウトをもとに、送信元 CSV ファイル
の文字列成型を行う。送信元 CSV ファ
イルは【図 13】のように作成した。

送信元 CSV ファイルについて、第 2
章では桁数やシフト・コード文字（シフ
トイン文字、シフトアウト文字）を考慮
した文字列を作成していたが、本章では
それらを考慮せずに文字列を作成する。

まず、作成した送信元 CSV ファイル
を、文字列成型せずに FTP 送信する。
IBM i データベースへの FTP 送信処理
は、第 2 章で作成したサンプルプログラ
ムで実行し、送信されたデータを 5250
画面の「RUN QUERY」コマンドで確
認する。【図 14】

送信結果を確認すると、ファイルレイ
アウトを考慮せずに作成した CSV ファ
イルの場合、FTP 送信結果に文字化け
や桁ずれが発生していることがわかる。
そこで FTP 送信前に、送信元 CSV ファ
イルをファイルレイアウトに合わせて文
字列成型を行い、FTP 送信結果に文字
化けや桁ずれが発生しないようにする。

文字列の成型方法については以下、①

FTP 送信すると、この事象が発生する。
このようなケースに対応させるため、

ここでは送信先のファイルレイアウトの
フィールド情報を取得し、桁ずれを起こ
さないよう考慮した送信手法について紹
介する。

この手法を採用することで、送信先
データベースのファイルレイアウトが異
なる場合でも、プログラムを個別に開発
する必要がなく、汎用的な送信処理を実
現できる。

3-2.   ファイルレイアウトを考慮した
送信処理

第 2 章で作成したサンプルプログラ
ムを利用し、ファイルレイアウトを考慮
した FTP 送信を行うプログラムを作成
していく。

（1）コンポーネントの配置
まず、第 2 章で作成したサンプルプ

ログラムに対し、ファイルレイアウトを
取得するための情報を入力する TEdit
ならびに TLabel をそれぞれ画面に配置
する。【図 10】

（2）ファイルレイアウトの取得
FTP 受信処理にて、ファイルレイア

ウトを取得する。第 2 章で作成したサン
プルプログラムの、「FTP 送信開始」ボ
タンの OnClick 処理の最初に、ファイ
ルレイアウト取得を行うよう処理を組み
込む。

以下に、ファイルレイアウトを取得す
るのに必要な TIdFTP コンポーネント
が持つプロパティや、今回の処理で行っ
ているメソッドについて解説する。なお、
第 2 章で解説しているプロパティ、メ
ソッドについての解説は本稿では割愛す
る。また、DDS ライブラリ・DDS オブ
ジェクト・DDS ファイルについて【図
11】に補足する。

①接続設定と接続処理
第 2 章 2-3 の（2） FTP 送信処理の実

装を参考に、接続処理を行う。【ソース
4- ①】

② Get メソッド
各プロパティの設定が完了したら、

数と同じファイル名になる。
第 3 引数：

ファイルダウンロード時、上書き保存
するかどうかを設定する。True を設定
すると、上書き保存する。省略時は
False。

上記プログラムを実行し、「FTP 送信
開始」ボタンを押した結果、送信された
データを 5250 画面の「RUN QUERY」
コマンドで確認する。【図 7】

これを見ると、FTP 送信処理は正し
く完了していたが、すべてのフィールド
で文字化けが発生している。文字化けの
原因は FTP 送信時に、Windows の文
字コードと IBM i データベースの文字
コードのマッピングが正しく行われてい
ないためである。

この文字化けを回避するには、マッピ
ングテーブルを合わせる必要がある。
FTP 送信時に使用するマッピングテー
ブルは、「Quote」メソッドを使って設
定できる。文字化けを発生させずに正し
く送信するため、「TYPE C 943」を設
定する。【ソース 3】

修正したプログラムを実行し、再度
「FTP 送信開始」ボタンを押した結果、
送信されたデータを 5250 画面の「RUN 
QUERY」コマンドで確認する。【図 8】

このように Quote メソッドを使用す
ることで、文字コードのマッピングが正
しく行われ、送信元 CSV ファイルの内
容がそのまま IBM i データベース上の
ファイルに FTP 送信される。

3.   ファイルレイアウト
を考慮したFTP送信
処理

3-1.   ファイルレイアウトを考慮する
理由

前述の第 2 章で、データベースへダ
イレクトに FTP 送信する方法を紹介し
た。ただ前述の送信処理では、CSV ファ
イルのフィールド長と送信先のフィール
ド長が一致していない場合、桁ずれを起
こすことになる。【図 9】のように、
CSV ファイルのフィールド長がデータ
ベースのフィールド長よりも長い場合、
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ソース1　FTP送信プログラムソース

ソース2　文字列成型メソッド



66

FTP 送信する際は、一時的に埋め込
んだシフト・コード文字用の半角スペー
スは不要なので削除する。【ソース 11】

このとき、送信元の文字列はバイト単
位で処理する必要があるので、送信元文
字列を AnsiString として扱うことに注
意する。

④文字列成型した送信元ファイルの保存
①〜③で文字列成型を行った TString 

List を、SaveToFile メソッドにより保
存することで、ファイルレイアウトを考
慮した FTP 送信用の送信元 CSV ファ
イルが作成できる。【図 15】

（4）FTP送信処理
第 2 章 2-3（2）の⑤ Put メソッドを

参考に、（3）で保存した送信元 CSV ファ
イルを IBM i データベースへ FTP 送信
する。

上記プログラムを実行し、「FTP 送信
開始」ボタンを押した結果、送信された
データを 5250 画面の「RUN QUERY」
コマンドで確認する。【図 16】

文字列成型前の送信では文字化けや
桁ずれが発生していたが、シフト・コー
ド文字を考慮した文字列成型を行うこと
により、正常に FTP 送信できているこ
とが確認できる。

4. さいごに
以上本稿では、CSV ファイルのデー

タを IBM i データベースに送信する手
法を紹介した。FTP 送信は処理自体が
高速なので、速いレスポンスが要求され
るアプリケーション開発でも効果が期待
できる手法である。

また今回は IBM i データベースへの
送信処理を紹介したが、IBM i データ
ベースからの受信処理も行えるので、
IBM i データベースとの転送手段の 1 つ
として今回の手法を役立てていただけれ
ば幸いである。

 M

〜③に記載する。

① IBM i データベースの項目属性の取得
TStringList を生成し、LoadFromFile

メソッドにて（2）で保存したテキスト
ファイルを指定し、ファイルを読み込む。
読み込んだテキストファイルを 1 行ごと
に読み込み、各フィールドの項目属性を
取得する。

ファイルレイアウトの構文規則とし
て、30 〜 34 桁目に桁数、35 桁目に文
字タイプが保管されている。また、2 桁
目に「*」が指定されている場合、コメ
ント行となっている。これらの構文規則
をもとに、フィールドの桁数と文字タイ
プを取得する。【ソース 5】

取得した桁数と文字タイプをもとに、
以下②〜③にて送信元 CSV ファイルの
文字列成型を行う。【ソース 6 〜 11】

文字列成型処理は、第 2 章サンプル
プログラムの「CreateString」手続き
内で、送信元ファイルのカンマ（,）を
排除する処理（【ソース 2- ④ -2】）の代
わりに実装する。

② O タイプフィールド以外の文字列成型
O タイプフィールド以外の場合、ファ

イルレイアウトの桁数に対して桁数超過
している場合、送信元文字列をファイル
レイアウトの桁数に合わせてカットす
る。【ソース 7 〜 8】

またファイルレイアウトの桁数に満
たない場合、不足桁数分、S タイプフィー
ルドの場合は 0 を送信元文字列の前方に
付与【ソース 7】、A タイプフィールド
の場合は半角スペースを送信元文字列の
後方に付与する。【ソース 8】

③ O タイプフィールドの文字列成型
O タイプフィールドの場合、シフト・

コード文字を考慮した文字列成型を行
う。【ソース 9 〜 11】

シフトアウト文字は 2 バイト文字の
始まり、シフトイン文字は 2 バイト文字
の終わりを表すので、1 バイト文字の直
後に 2 バイト文字が発生した場合、また
は 2 バイト文字の直後に 1 バイト文字が
発生した場合に、一時的に半角スペース
を埋め込むことで、シフト・コード文字
を考慮した文字列を成型し【ソース
10】、ファイルレイアウトの桁数に合わ
せて文字列をカットする。
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図7　送信データの確認

図8　Quoteメソッド追加後の送信データの確認

ソース3　Quoteメソッドの追加
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図9　フィールド長の違いによる桁ずれのイメージ

図11　DDSファイルの構成イメージ

図10　コンポーネントの配置
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図13　IBM	iへFTP送信するテキストファイル

図12　ファイルレイアウトの取得結果

ソース4　FTP受信によるファイルレイアウトの取得

図14　文字列成型前のFTP送信結果
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ソース5　ファイルレイアウトから項目属性を取得

ソース6　文字列成型①処理の流れ
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ソース8　文字列成型③Aタイプフィールド

ソース7　文字列成型②Sタイプフィールド

ソース9　文字列成型④Oタイプフィールド
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ソース10　文字列成型⑤Oタイプフィールド（シフト・コード文字の付与）

ソース11　文字列成型⑥Oタイプフィールド（シフト・コード文字の削除）
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図15　文字列成型後の送信元ファイル

図16　文字列成型後のFTP送信結果
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1. はじめに
Delphi/400 は 登 場 当 初 よ り、

Windows ネイティブ開発環境として
VCL フレームワークを提供してきたが、
XE3 から新たに Windows、Mac 対応
が始まり、現在では Windows、Mac、
iOS、Android の 4 つのプラットフォー
ムに対応した FireMonkey フレーム
ワークが備わっている。

VCL フ レ ー ム ワ ー ク は Windows 
API をラッピングしたフレームワーク
であるのに対して、FireMonkey フレー
ムワークは、OS 固有の API に依存しな
いため、マルチデバイス化が可能である。

VCL と FireMonkey と で フ レ ー ム
ワークが異なるといっても、開発者がど
ちらを採用しても、コンポーネントを画
面に配置し、必要なイベントを実装する
といった開発手法は同じだ。業務システ
ムにもマルチデバイスが多用される昨
今、4 つのプラットフォームに対応した
マルチデバイス用の FireMonkey フ
レームワークを使わない手はない。

今回は、近年どのデバイスにも搭載さ
れているカメラ機能に注目し、FireMonkey
フレームワークを利用したマルチデバイ
ス対応の写真撮影アプリの開発手法を説
明することで、FireMonkey フレーム
ワークの活用方法の一端を紹介する。

2.   TActionを利用し
た写真撮影

TAction を利用することで、簡単に
写真が撮影できる。TAction を利用す
るために TActionList を用いるが、そ
れ以外には、カメラを起動する TButton、
撮影した画像を表示する TImage と、
合計 3 つのコンポーネントをフォームに
配置するだけで写真撮影アプリが実現で
きる。実装方法も至ってシンプルである。
作成方法を以下に紹介する。

作成手順
〜 TAction を利用した写真撮影〜
①新規プロジェクトの作成

まず開発画面のメニューバーより、

「ファイル ¦ 新規作成 ¦ マルチデバイス 
アプリケーション」を選択し、「空のア
プリケーション」を選択する。新規プロ
ジェクトが作成されるので、メニュー
バーより、「ファイル ¦ すべて保存」に
て任意の場所に保管する。

②コンポーネントの配置
TActionを利用するため、TActionList

をフォームに配置する。TActionList は
非ビジュアルコンポーネントのため、配
置位置はどこでも問題ない。

次 に カ メ ラ を 実 行 す る た め の
TButton を配置する。ここでは画面レ
イアウト上、下部に配置するため、Align
プロパティを Bottom に設定し、Style 
Lookupプロパティをcameratoolbutton
に指定する。

この FireMonkey の TButton が持つ
StyleLookup プロパティは、リスト形
式で設定でき、アイコンや見た目、カー
ソルなど、いろいろなスタイルを自動で
適用できる便利なプロパティである。

最後に撮影した画像を表示するため

畑中 侑
株式会社ミガロ.

システム事業部 システム2課

1. はじめに
2. TAction を利用した写真撮影
3. TCameraComponent を利用した写真撮影
4. デバイス搭載カメラの切り替え
5. 画質の指定
6. おわりに

［Delphi/400］

FireMonkeyの活用
カメラコンポーネントを使ったアプリ

略歴
1983 年 7 月 6 日生まれ
2006 年 3 月 京都産業大学 法学部卒業
2006 年 4 月 株式会社ミガロ．入社
2006 年 4 月 システム事業部配属

現在の仕事内容
システムの受託開発を担当しており、要件
確認から納品・フォロー、保守作業に至る
まで、システム開発全般に携わっている。

Delphi/400
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ソース1　作成手順〜TActionを利用した写真撮影〜① OnDidFinishTakingイベントの実装例

図2　Actionプロパティの設定

図1　コンポーネントの配置
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ティブ中のカメラの映像をイメージとし
て描画し、シャッターのタイミングで画
像ファイルとして保存すれば、写真撮影
アプリが作成できる。

それでは、実際に TCameraComponent
を利用して写真撮影アプリを作成する。
写真撮影アプリを作成するために用いる
TCameraComponent 以外のコンポーネ
ン ト は、 カ メ ラ の シ ャ ッ タ ー 用 に
TButton、 カ メ ラ 画 像 を 表 示 す る
TImage の 2 つである。

作成方法を以下に紹介する。なおこの
作成手順は、先ほど紹介した「TAction
を利用した写真撮影」の手順①のとおり、
新規プロジェクトを作成した後のものと
する。

作成手順
〜   TCameraComponent を利用した写

真撮影〜
①コンポーネントの配置

TCameraComponent をフォームに
配置する。TAction コンポーネントと
同様、TCameraComponent は非ビジュ
アルコンポーネントなので配置位置はど
こでも構わない。

次にカメラのシャッターとして、
TButton を配置する。Align プロパティ
を Bottom に 設 定 し、StyleLookup プ
ロパティを cameratoolbutton に指定す
る。さらにカメラの映像を表示するため
の TImage を配置し、Align プロパティ
を Client に設定する。【図 3】

②イベントの設定
●フォーム生成時と破棄時

アプリの起動時にカメラ撮影を開始
するため、フォームの OnCreate イベン
トにて TCameraComponent の Active
プロパティをTrueにする。また、フォー
ムの破棄時に生成時に起動したカメラ撮
影を終了するため、OnCloseQuery イ
ベントで Active プロパティを False に
する。【ソース 4】

●ボタン押下時（シャッター）
カメラの映像からイメージへの描画

をいったん停止し、映像を画像ファイル
と し て 保 存 す る。try-finally 構 文 で
TCameraComponent の OnSample 
BufferReady イベントをクリアし、再
設定する間に、TImage の SaveToFile

に加えている。また、TButton の Action
プロパティには TakePhotoFromCamera 
Action を紐づけず、On Click イベント
にてWindows OSの場合はShellExecute
メソッドでカメラを起動し、それ以外の
場合は TakePhotoFromCameraAction
を実行するようにする。【ソース 2、ソー
ス 3】

上記の実装例で、Windows OS 用の
ShellExecute メソッドによりカメラを
起動した場合は注意が必要である。これ
はあくまでカメラの起動であり、撮影し
たファイル名等の情報は取得できない。

TakePhotoFromCameraAction を利
用した先の例では、OnDidFinishTaking
イベントによって、撮影した画像が取得
でき、それを利用して TImage に表示
していた。しかし Windows OS 用に
ShellExecute メソッドでカメラを起動
した場合は、カメラロールを監視して、
作成されるファイルのタイムスタンプで
撮影された画像を判断するなどして画面
に表示する必要があり、処理が煩雑にな
る。そもそも、実行する OS に合わせて
コーディングすると手間も増えることに
なる。

その煩雑さや手間を解決するため、以
下に FireMonkey 固有のコンポーネン
ト「TCameraComponent」を紹介する。

3.   TCamera 
Componentを 
利用した写真撮影

T C a m e r a C o m p o n e n t は 、
FireMonkey 特有のカメラデバイスに対
応するコンポーネントである。保持して
いるプロパティやイベントも少なく、わ
ずかなコーディングでカメラデバイスを
操作できる。

TCameraComponent を使う上でのポ
イントは、イベントOnSampleBufferReady
である。まず TCameraComponent が
保持する Active プロパティを True に
することで、カメラが起動する。このア
クティブ状態（Active プロパティ＝
True）の際に断続的に実行されるイベ
ントが、OnSampleBufferReady である。

このイベントで、ビットマップに出力
するために用意された SampleBuffer 
ToBitmap メソッドを利用して、アク

の TImage を配置する。画面レイアウ
トでは画面一面に表示するので、Align
プロパティを Client に設定する。【図 1】

③ Action プロパティの設定
フ ォ ー ム に 配 置 し た TButton の

Action プロパティのリストより「標準
アクションの新規作成 ¦ メディアライブ
ラリ¦ TTakePhotoFromCameraAction」
を選択する。これで画面のボタンをタッ
チすることでカメラが起動する。【図 2】

④イベントの設定
フォームに配置した TActionList を

ダブルクリック（もしくは「右クリック
¦ アクションリストの設定」）し、カテゴ
リ＝メディアライブラリから Take 
PhotoFromCameraAction1 を 選 択 す
る。オブジェクトインスペクタのイベン
トタブより、OnDidFinishTaking をダ
ブルクリックし、実装部を作成してコー
ディングする。

OnDidFinishTaking イベントには、
カメラで撮影された画像がその引数
Image（TBitmap 型）に格納されてい
るため、配置した TImage コンポーネ
ントにアサインするだけで実装完了であ
る。【ソース 1】

⑤コンパイル
最後にコンパイルし、エラーがないこ

とを確認し、「ファイル ¦ すべて保存」
よりプロジェクトを保管する。

以上の開発手順で、TAction を用い
た写真撮影アプリが完成である。iOS や
Android OS の端末に配布し実行すれ
ば、開発したアプリで写真撮影ができる
ことを確認できる。

ただしWindows OS上で実行すると、
カメラが起動されない。これについては
残念ながら FireMonkey の Action がサ
ポートされていないためである。しかし、
Windows OS であっても ShellExecute
メソッドを用いることでカメラは起動で
きる。先ほど作成したプロジェクトをも
とに、以下に実装例を挙げる。

Windows OS でカメラを起動する実装例
条 件 付 き コ ン パ イ ル「｛$IFDEF 

MSWINDOWS｝」を用いて、Windows 
OS の場合は Windows API を uses 節
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ソース3　作成手順〜TActionを利用した写真撮影〜③ Windows OSでカメラを起動する実装例　

ソース2　作成手順〜TActionを利用した写真撮影〜② Windows OSでカメラを起動する実装例

ソース 3へ続く

ソース 2の続き

図3　コンポーネントの配置
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【ソース 10】

②コンポーネントの配置
カメラ切り替え用にボタンを配置す

る。画面の右下に配置することにする。
また Text プロパティを「カメラ切り替
え」とする。

③イベントの設定
●フォーム生成時と破棄時

フォームの生成時には、デバイスが利
用可能なカメラを TCameraList を用い
て リ ス ト 化 す る。 コ ー デ ィ ン グ は
TCameraList 型のユニット内変数を
private 宣言部で定義し、フォーム生成
時に TCameraList を Create し、キャ
ストする。

また、取得した利用可能なカメラの数
を 保 持 す る た め イ ン デ ッ ク ス 用 の
Integer 型を private 宣言部で合わせて
定義する。フォームの破棄時には、生成
した TCameraList 型のユニット内変数
を破棄する。【ソース 11】

●ボタン押下時（カメラ切り替え）
カ メ ラ の 切 り 替 え は、

CameraComponentHelper を uses 節に
追加したことで利用できるようになった
TCameraComponent の UseDevice に、
TCameraList 型の Item を指定するこ
とで可能となる。またカメラを切り替え
る 際 は、TCameraComponent の ア ク
ティブ状態を停止してから行う。【ソー
ス 12】

④コンパイル
最後にコンパイルし、エラーがないこ

とを確認し、「ファイル ¦ すべて保存」
よりプロジェクトを保管する。

以上の実装で、デバイスが利用可能な
カメラを切り替える機能が追加できた。
実際に複数のカメラデバイスがあるモバ
イルや、USB 外付けカメラを接続した
Windows 端末で動作を確認すると、カ
メラ切り替えボタンを押すたびに、撮影
しているカメラが切り替わることが確認
できる。

5. 画質の指定
TCameraComponent には、オブジェ

パティを FrontCamera や BackCamera
に変更することで、そのデバイスの適切
なカメラが自動的に選択され、Device
変数に格納される。

スマートフォンなどのモバイル端末
で は こ の 選 択 肢 で 事 足 り る が、
Windows 端末では USB 外付けカメラ
が利用できるため、その選択肢を持たな
い Kind プロパティでは対応できない。
Device 変数自体に指定する必要がある。

前述のとおり、Device 変数は private
宣言のため、直接アクセスできないため、
ヘルパークラスを作成し、搭載カメラの
切り替えを実現する方法を以下に紹介す
る。これを CameraComponentHelper
ユニットとする。

なお、そのデバイスが利用できる対象
のカメラは、TCaptureDeviceManager.
Current.GetDevicesByMediaType を
参照することで取得できるので、合わせ
てカメラリストのクラスも管理すること
とする。【ソース 7 〜 9】

CameraComponentHelper ユニットの
概要
● TCameraComponentHelper クラス

TCameraComponent の helper と し
て定義する。UseDevice プロパティを
持ち、TCaptureDevice 型の Device プ
ロパティに対して、参照ならびに設定を
可能にする。

● TCameraList クラス
TCaptureDeviceList と し て、

GetDevicesByMediaType より取得し
たカメラを TCaptureDevice 型の Item
として、リスト形式で保持する。

CameraComponentHelper ユニットの
使い方

具体的な CameraComponentHelper
ユニットの使い方を説明する。先ほど紹
介した「TCameraComponent を利用し
た写真撮影」のアプリへの追加実装を前
提とし、カメラ切り替えボタンを押すこ
とで、順次、利用可能なカメラに切り替
わるものとする。

① uses 節への追加
CameraComponentHelper を uses 節

に 追 加 す る。 こ れ で TCameraList、
UseDevice が利用できるようになる。

メソッドを利用してファイルとして保存
する。【ソース 5】

●カメラがアクティブ状態の時
カメラ映像の撮影はメインスレッド

とは別のスレッドで行われるため、画面
に配置した TImage へ画像ファイルを
描画する際には、Synchronize メソッ
ドを用いる。Synchronize は引数にメ
ソッドが必要なので、「GetImage」とい
うメソッドを別に作成した。

procedure として実装した GetImage
メ ソ ッ ド で は、TCameraComponent 
の SampleBufferToBitmap メソッドを
用いて、撮影中の映像を TImage へビッ
トマップファイルとして読み込ませる。

【ソース 6】

③コンパイル
最後にコンパイルし、エラーがないこ

とを確認し、「ファイル ¦ すべて保存」
よりプロジェクトを保管する。

以 上 の 開 発 手 順 で、TCamera 
Component を用いた写真撮影アプリが
完成である。iOSやAndroid OSの端末、
カメラデバイスがある Windows OS で
も、開発したアプリで写真を撮影できる。

4.   デバイス搭載カメラ
の切り替え

前 述 の 開 発 手 順 で は、 基 本 的 な
TCameraComponent の利用方法を紹介
した。ここではさらに、プロパティにつ
いて補足する。

TCameraComponent 自体が持つプ
ロパティは少ないが、開発画面のオブ
ジェクトインスペクタでは「Kind」と
いうプロパティを保持していることがわ
かる。これはデバイスが搭載しているど
のカメラを使うかを指定するプロパティ
である。選択肢とカメラは、下記のよう
になる。

Default ：標準
FrontCamera ：前面カメラ
BackCamera ：背面カメラ

仕組みとして、TCameraComponent
では使用するカメラを private 宣言の
Device 変数で保持しており、Kind プロ
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ソース4　作成手順〜TCameraComponentを利用した写真撮影〜①

ソース5　作成手順〜TCameraComponentを利用した写真撮影〜②

ソース6　作成手順〜TCameraComponentを利用した写真撮影〜③
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ク ト イ ン ス ペ ク タ で 指 定 で き な い
Public プロパティも保持している。そ
の中でも写真を撮影したファイルの容量
に関する画質の指定について、以下に紹
介する。

TCameraComponent の Quality プロ
パティを用いると、デバイスに設定され
ている解像度を指定できる。その選択肢
は 解 像 度 の 高 い も の か ら 順 に、

「PhotoQuality ＞ HighQuality ＞ 
MediumQuality ＞ LowQuality」となっ
ている。

指定方法は至ってシンプルである。先
ほどのカメラ切り替え用のソースを例と
して、フォームの生成時に中解像度に指
定する方法を紹介する。

Quality プロパティの指定方法
Quality プロパティを指定する場合

は、FMX.Media. クラスで定義されてい
る TVideoCaptureQuality 型からアク
セスした各定数を利用する。中解像度は

「MediumQuality」 で あ る。【 ソ ー ス
13】

これで保存した画像ファイルの用途
に応じて、画質の指定が可能となる。

6. おわりに
本 稿 で は、 マ ル チ デ バ イ ス 用 の

FireMonkey フレームワークの中から
TCameraComponent の開発方法を説明
し、少ないコーディングでデバイスのカ
メラ機能が利用できることを紹介した。

FireMonkey にはその他にも、VCL
フレームワークにない、特有の魅力的な
機能やコンポーネントが多数存在する。
本稿がきっかけとなり、FireMonkey
フレームワークを活用していただければ
幸いである。

 M
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ソース7　CameraComponentHelperユニット①

ソース8　CameraComponentHelperユニット②
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ソース10　CameraComponentHelperユニットの使い方①

ソース9　CameraComponentHelperユニット③
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ソース11　 CameraComponentHelperユニットの使い方②

ソース13　Qualityプロパティの指定方法

ソース12　 CameraComponentHelperユニットの使い方③
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1. はじめに
システム開発では、新規機能の追加や

既存機能の変更等が発生し、プロジェク
トへのファイルの追加やファイル内の
コードの変更が発生する。そのためシス
テムを管理していく上で、「いつ」「誰が」
ファイルを追加したのか、「いつ」「誰が」
ファイル内のコードの「どこを」変更し
たのか、その履歴を管理するのは重要な
ことである。

また複数名でシステムを開発する場
合、同じファイルを同じタイミングで、
複数名が変更しないように気を付ける必
要がある。

そこで本稿では、バージョン管理シス
テムと呼ばれるソフトウェアを使用し
て、上記の課題を解決する方法を説明し
ていく。

2.   バージョン管理 
システムについて

バージョン管理システム（Version 

Control System）は VCS とも呼ばれ、
「いつ」「誰が」「どこを」ファイルに変
更を加えたのかを履歴で管理するソフト
ウェアである。バージョン管理システム
は、大きく以下の 3 つの管理方法に分け
られる。

1 ローカル管理方式
2 集中管理方式
3 分散管理方式

本稿では、このうち「2 集中管理方式」
でのソース管理方法について説明する。

集中管理方式とは、サーバーにリポジ
トリ（バージョン管理専用フォルダ）を
作成し、各クライアントからリポジトリ
にアクセスして、ローカル環境とサー
バー上のリポジトリとで同期をとる方式
である。【図 1】

集中管理方式は仕組みがシンプルで
わかりやすいので、初めてバージョン管
理システムを使用する場合でも扱いやす
い。本稿では、集中管理方式のバージョ
ン 管 理 シ ス テ ム の 中 で 代 表 的 な

Subversion を使用する。
以下に、サーバー側とクライアント側

に必要なソフトウェアのインストール手
順について説明する。

3.   Subversionの設定
（サーバー編）

3-1.   VisualSVN Serverの 
インストール

サーバーには、VisualSVN Server を
インストールする。VisualSVN Server
を使用することで、Windows 環境に
GUI ベースで手軽に Subversion 環境が
構築できる。

インストーラーは、以下の URL から
無料でダウンロード可能である。環境に
合わせて 32-bit、64-bit のどちらかをダ
ウンロードする。【図 2】

VisualSVN Server ダウンロードサイト
https://www.visualsvn.com/server/
download/

福井 和彦
株式会社ミガロ.

システム事業部 プロジェクト推進室

5.	 ソース管理について
5-1.			新規・変更ファイルを	

リポジトリへ反映
5-2.	リポジトリと同期
5-3.	ロックについて
5-4.	変更履歴を確認
5-5.	変更履歴の差分を確認
6.	 まとめ

［Delphi/400］

Subversionを使用した
Delphiソース管理

略歴
1972 年 3 月 20 日生まれ
1994 年 3 月 大阪電気通信大学 工学部卒業
2001 年 4 月 株式会社ミガロ．入社
2001 年 4 月 システム事業部配属

現在の仕事内容
主に Delphi/400 を使用したシステ
ムの受託開発を担当しており、要件
確認から納品・フォローに至るまで、
システム開発全般に携わっている。

Delphi/400

1.	 はじめに
2.	 バージョン管理システムについて
3.	 Subversion の設定（サーバー編）
3-1.	VisualSVN	Server のインストール
3-2.	ユーザーの作成
3-3.	リポジトリの作成
4.	 Subversion の設定（クライアント編）
4-1.	TortoiseSVNのインストール
4-2.	TortoiseSVNの設定
4-3.	作業フォルダとリポジトリの関連付け
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図2　VisualSVN	Server	ダウンロードサイト

図3　VisualSVN	Server	インストール①

図1　バージョン管理システム集中管理方式
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カ ッ ト メ ニ ュ ー を 表 示 す る。
「TortoiseSVN」メニューが追加されて
いるので、「TortoiseSVN」→「設定」
と開く。【図 18】

設定画面のツリービューにある「全
般」を選択し、言語の設定を「日本語」
にする。【図 19】

4-3.   作業フォルダとリポジトリの関
連付け

ここでは、クライアントの作業フォル
ダとサーバーのリポジトリとを関連付け
る設定を行う。最初に、クライアントに
作業フォルダを作成する。作業フォルダ
には、後で Delphi のプログラムファイ
ルを保管する。

ここでは、フォルダを以下のように作
成する。【図 20】

作業フォルダのパス
C:\Work\TestSample

続いて、VisualSVN Server Manager
のツリービューより、「Repositories」
内の「TestSample」を右クリックして、

「Copy URL to Clipboard」を選択し、
リポジトリの URL をコピーしておく。

【図 21】
作 業 フ ォ ル ダ「TestSample」 で、

Shift キーを押しながら右クリックして、
ショートカットメニューを表示する。

メニュー内の「SVN チェックアウト」
を選択すると、チェックアウト画面が開
く。開いた画面の「リポジトリの URL」
に、先ほどコピーしておいた URL を設
定し、「チェックアウト先のディレクト
リ」に先ほど作成した作業フォルダのパ
スを設定する。「OK」ボタンを押下して、
設定を保存する。【図 22】

証明書の確認エラーが出る場合は、
「証明書を永久に受け付ける」を選択す
る。次に認証画面が表示されるので、 
ユーザー名とパスワードに“testuser”
と入力して、「OK」ボタンを押下する。

【図 23】
チェックアウト終了画面が表示され、

作業フォルダには緑色のチェックアイコ
ンが付く。これで、関連付けは完了とな
る。【図 24】

ジ ト リ 名 を 入 力 す る。 こ こ で は
“TestSample”と設定して、「次へ」ボ
タンを押下する。初期のリポジトリ構成
は、初期値のまま「次へ」ボタンを押下
する。【図 10】

アクセス許可の設定も、初期値のまま
「Create」ボタンを押下して、リポジト
リの作成は完了である。【図 11】

4.   Subversionの設定
（クライアント編）

4-1. TortoiseSVNのインストール
クライアントには、TortoiseSVN をイ

ンストールする。インストーラーは、以
下の URL より無料でダウンロード可能
である。環境に合わせて、32-bit、64-bit
のどちらかをダウンロードする。【図 12】

そして同じページにある Language 
packs より、日本語化を行う日本語パッ
クをダウンロードする。こちらも環境に
合わせて、32bit、64bit のどちらかをダ
ウンロードする。【図 13】

TortoiseSVN ダウンロードサイト
https://tortoisesvn.net/downloads.
html

ダウンロードしたインストーラーを
実行して、インストールを開始すると、
Welcome 画面が開く。「Next」ボタン
を押下して、ライセンス確認画面へ遷移
したら、ライセンス内容を確認して、

「Next」ボタンを押下する。【図 14】
インストールする機能を選択する画

面では、初期値のまま「Next」ボタン
を押下する。次画面で「Install」ボタン
を押下して、インストールを開始する。

【図 15】
インストールが進み、完了画面で

「Finish」ボタンを押下して、インストー
ルは完了となる。【図 16】

次に、ダウンロードした日本語パック
を実行して、インストールを開始する。よ
うこそ画面で「次へ」ボタンを押下した
ら、インストールは完了となる。【図 17】

4-2. TortoiseSVNの設定
インストールが完了したら、任意の

フォルダを開き、右クリックでショート

ダウンロードしたインストーラーを
実行して、インストールを開始すると
Welcome 画面が開く。「Next」ボタン
を押下し、ライセンス確認画面へ遷移し
たら、ライセンス内容を確認し、「ライセ
ンス契約に同意する」チェックをオンに
して、「Next」ボタンを押下する。【図 3】

コンポーネントの選択画面では、初期
値のまま「Next」ボタンを押下する。次
画面でインストールするフォルダ、リポ
ジトリフォルダ、サーバーポートを指定
して、「Next」ボタンを押下する。【図 4】

ユーザー認証を選択する画面では、
Subversion のユーザー認証を選択（初
期値）して、「Next」ボタンを押下し、
次画面で「Install」ボタンを押下して、
インストールを開始する。【図 5】

インストールが進み、完了画面で
「Finish」ボタンを押下して、インストー
ルは完了となる。【図 6】

3-2. ユーザーの作成　
インストールが完了したら、VisualSVN 

Server Manager を起動してユーザーを
作成する。【図 7】

ユーザーは、「誰が」追加や変更を行っ
たのかを管理するためにも、開発者ごと
に作成するのが望ましい。作成方法は、
ツリービューより「Users」を右クリッ
クし、「Create User...」を選択する。入
力ダイアログが表示されるので、ユー
ザー名とパスワードを入力する。ここで
はユーザー名とパスワードを“testuser”
と設定する。【図 8】

これでユーザーの作成は完了である。

3-3. リポジトリの作成
続いて、リポジトリを作成する。リポ

ジトリは、Delphi の 1 プロジェクトで
1 リポジトリ、あるいは複数プロジェク
トで 1 リポジトリというように、ソース
管理を行う単位で作成する。

作 成 方 法 は、VisualSVN Server 
Manager の ツ リ ー ビ ュ ー よ り、

「Repositories」 を 右 ク リ ッ ク し て、
「Create New Repository...」を選択す
る。Repository タイプは初期値のまま

「次へ」ボタンを押下する。【図 9】
リポジトリ名を入力する画面でリポ
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図6　VisualSVN	Server	インストール④

図5　VisualSVN	Server	インストール③

図4　VisualSVN	Server	インストール②
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ファイルを選択せずに、右クリックで
ショートカットメニューを開き、「SVN 
更新」を選択することで同期できる。【図
37】

5-3. ロックについて
複数名でシステムを開発している場

合、これから変更するファイルを他の開
発者に変更されたくない場合にロックと
いう機能を使用する。ファイルをロック
する場合は、作業フォルダで対象ファイ
ルを選択し、右クリックでショートカッ
トメニューを開き、「SVN ロックを取
得」を選択する。これでファイルをロッ
クできる。【図 38】

そしてロックしたファイルに対して
変更を行い、コミットするとロックは解
除される。

また、間違ってロックしてしまった時
にロックを解除する場合は、ロックの時
と同様に作業フォルダで対象ファイルを
選択し、右クリックでショートカットメ
ニューを開き、「SVN ロックを解除」を
選択する。これでロックを解除できる。

【図 39】
ロックの状況を確認する場合は、【図

34】【図 35】の変更チェック画面を開き、
フッター部の「リポジトリをチェック」
ボタンを押下することで、自身と他の開
発者がロックしているファイルを確認で
きる。「ロック」列に、ロックしているユー
ザー名が表示される。【図 40】

他の開発者がロックしているファイ
ルに対してロックを実行する場合、【図
41】の上段のようにロック失敗となる。
また、他の開発者がロックしているファ
イルに対して変更してコミットしようと
した場合、【図 41】の下段のようにコミッ
ト失敗となる。
【図 41】のコミット時のように、他の

開発者がロックしているファイルに対し
て変更を行うことはできる。その場合、
コミットする時に初めて他の開発者が
ロックしていることに気付くことにな
る。この際、リポジトリの状態に対して
変更した内容をマージしなければならな
い。

複数名でシステムを開発する場合、
「変更するファイルは必ずロックする」
というルールにしておけば、ロックする
時点で他の開発者がロックしているかど

すると【図 33】のように、変更したファ
イルのアイコンに赤色の“！”マークが
付く。変更したファイルをリポジトリに
反映する方法は、【図 29】と同様に、変
更したファイルを選択し、ショートカッ
トメニューより「SVN コミット」を選
択する。【図 30】と同様にコミットの確
認画面が開き、「OK」ボタンを押下して、
コミットが完了となる。

変更したファイルのアイコンは【図
31】と同様、緑色の“✓”マークに戻っ
ている。これで、変更したファイルのリ
ポジトリへの反映は完了である。

5-2. リポジトリと同期
ここでは、作業フォルダをリポジトリ

と同期する操作方法について説明する。
最初に、リポジトリに他の開発者が追加・
変更したファイルがないかを確認する。
作業フォルダで、ファイルを選択せずに
右クリックして、ショートカットメ
ニューより「TortoiseSVN」→「変更
をチェック」を選択する。【図 34】

画面が開くので、フッター部の「リポ
ジトリをチェック」ボタンを押下する。
リポジトリに追加・変更されたファイル
が存在する場合、明細に対象ファイルが
一覧で表示される。他の開発者により追
加または変更されたファイルには、「リ
モートのテキストの状態」列に“変更”
と表示される。「状態」列に表示のない
ものが、追加されたファイルであること
を示す。【図 35】

作業フォルダとリポジトリとのファ
イルの差分を確認したい場合は、対象
ファイルを右クリックして、「最新

（HEAD）リビジョンと作業ベースを比
較」を選択する。すると TortoiseMerge
画面が開き、差分を確認できる。画面右
側がリポジトリのファイル、左側が作業
フォルダのファイルを表示しており、差
異のある個所には背景色が付いている。

【図 36】
特定のファイルのみをリポジトリと

同期したい場合は、変更チェック画面で
同期したいファイルを選択して、右ク
リックでショートカットメニューを開
き、「更新」を選択することで同期できる。

【図 37】
また作業フォルダ全体をリポジトリ

と同期したい場合は、作業フォルダで

5. ソース管理について
5-1.   新規・変更ファイルをリポジトリ

へ反映

ここから、Subversion を使用してソー
ス管理を行う方法について説明する。

まずはソース管理を行うプログラム
ファイルを Delphi で作成する。Delphi 
10.2 Tokyo を起動して、メニューバー
より「ファイル」→「新規作成」→「VCL
フォームアプリケーション」を選択する。
そして、フォームに TButton を配置す
る。【図 25】

ボタンの配置が完了したら、作成した
プロジェクトを保存する。メニューバー
より「ファイル」→「すべて保存」を選
択し、保存先には先程作成した作業フォ
ルダを指定して保存する。保存した直後
の作業フォルダは、【図 26】のようになっ
ている。

では作業フォルダに保管した、Delphi
の各ファイルをリポジトリに反映する方
法を説明する。【図 27】のように、ソー
ス管理を行うファイルを選択する。そし
て Shift キーを押しながら右クリックし
て、ショートカットメニューを表示し、

「TortoiseSVN」→「追加」を選択する。
すると【図 28】のように、選択して

いたファイルのアイコンに、緑色の“＋”
マークが付く。この時点では、まだリポ
ジトリには反映されていない。

続いて、緑色の“＋”マークが付いて
いるファイルを選択する。そして Shift
キーを押しながら右クリックをして、
ショートカットメニューを表示し、

「SVN コミット」を選択する。するとコ
ミットの確認画面が開き、先ほど選択し
たファイルが一覧に表示されている。

「OK」ボタンを押下して、コミットが
完了となる。【図 30】

コミット完了後、選択していたファイ
ルのアイコンには緑色の“✓”マークが
付く。【図 31】

以上が、新規作成したファイルをリポ
ジトリに反映する方法である。

続いて、変更したファイルをリポジト
リに反映する方法について説明する。

Delphi 10.2 Tokyo を起動して、作業
フォルダの Project1.dproj を開く。そ
して Form1 上に TLabel と TEdit を貼
り付けて保存する。【図 32】
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図8　ユーザーの作成

図7　VisualSVN	Server	Manager

図9　リポジトリの作成①
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る方の参考になれば幸いである。
 M

うかがわかり、同じファイルを同じタイ
ミングで複数名が変更することを防げ
る。

5-4. 変更履歴を確認
続いて、変更履歴の確認方法について

説明する。作業フォルダで変更履歴を確
認したいファイルを選択し、右クリック
でショートカットメニューを開き、

「TortoiseSVN」→「ログを表示」を選
択する。【図 42】

するとログメッセージ画面が開き、選
択したファイルの変更履歴をリビジョン
一覧で確認できる。そしてリビジョン一
覧から、ある時点のリビジョンを選択す
ると、そのタイミングで追加・変更され
た他のファイルも確認できる。【図 43】

また、コミットをする際に【図 44】
のようにログメッセージを記載しておく
と、ログメッセージ画面のメッセージ欄
に表示される。

5-5. 変更履歴の差分を確認
前節で変更履歴は確認できたので、こ

こでは変更履歴の差分を確認する方法に
ついて説明する。ログメッセージ画面の
リビジョン一覧から比較したいリビジョ
ンを 2 つ選択し、右クリックでショート
カットメニューを表示し、「リビジョン
を比較」を選択する。

すると【図 36】のように Tortoise 
Merge 画面が開き、リビジョン間の差
分を確認できる。

6. まとめ
本稿では、Subversion を使用したソー

ス管理方法について説明した。今回の内
容は基本的な使用方法ではあるが、環境
構築も簡単で、ソース管理の方法もシン
プルでわかりやすいイメージを持ってい
ただけたと思う。

また本稿では取り上げていないが、
Subversion は Delphi の統合開発環境
からも使用できる。しかし統合開発環境
から使用する場合はロック機能が使用で
きないので、同じファイルを同じタイミ
ングで、複数名が変更しないように気を
付ける必要がある。

本稿が、ソース管理について悩んでい
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図10　リポジトリの作成②

図12　TortoiseSVN	ダウンロードサイト①

図11　リポジトリの作成③
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図14　TortoiseSVN	インストール①

図13　TortoiseSVN	ダウンロードサイト②

図15　TortoiseSVN	インストール②



93

図17　TortoiseSVN	インストール④

図16　TortoiseSVN	インストール③

図18　TortoiseSVN	の設定①
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図19　TortoiseSVN	の設定②

図21　リポジトリのURLをコピー

図20　作業フォルダの作成



95

図23　作業フォルダとリポジトリの関連付け②

図22　作業フォルダとリポジトリの関連付け①

図24　作業フォルダとリポジトリの関連付け③
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図27　リポジトリへ反映（新規）①

図26　保存直後の作業フォルダ

図25　Delphiのプロジェクトを新規作成
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図29　リポジトリへ反映（新規）③

図28　リポジトリへ反映（新規）②
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図31　リポジトリへ反映（新規）⑤

図30　リポジトリへ反映（新規）④

図32　リポジトリへ反映（変更）①
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図33　リポジトリへ反映（変更）②

図34　リポジトリと同期①
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図36　リポジトリと同期③

図35　リポジトリと同期②
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図38　ロックについて①

図37　リポジトリと同期④
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図40　ロックについて③

図39　ロックについて②
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図41　ロックについて④
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図43　変更履歴を確認②

図42　変更履歴を確認①
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図45　変更履歴の差分を確認

図44　変更履歴を確認③
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1. はじめに
基幹系の業務システムは長らく、社内

上のサーバーにデータを蓄積するオンプ
レミス（自社運用）で稼働してきた。
Delphi/400 のシステムでも、IBM i を
中心にオンプレミス環境で稼働している
ことが多い。

従来はすべてのシステムをオンプレ
ミスで稼働させるのが一般的だったが、
近年は Web を介して稼働するさまざま
なクラウドサービスが台頭しており、そ
れらを業務で活用することも増えてい
る。オンプレミスのシステムとクラウド
サービスは別々に稼働していることが多
いのが現状であり、これらの連携が課題
になることもあるだろう。このようなオ
ンプレミスとクラウドサービスとの連携
でも、Delphi/400 が活用できる。

本稿では、Delphi/400 からクラウド
サービスへのアクセス用に用意された
Enterprise Connectors を 利 用 し て、
IBM i のデータとクラウドサービスを連
携させる方法について紹介する。

2.   Enterprise 
Connectorsとは

Enterprise Connectors とは、エンバ
カデロ・テクノロジーズ社が CData 
Software 社との提携によって、2017 年
から提供を開始したコンポーネント群
で、Delphi/400 に搭載されたデータベー
スエンジン FireDAC を使用してクラウ
ドサービスに接続する。

各クラウドサービスには、それぞれの
ベンダーが提供する Web API があり、
それを使用することで Delphi/400 等の
各種クライアントからクラウドサービス
に接続できた。しかし「クラウドサービ
スごとに接続する API の仕様が異なり、
個別に API の仕様を調査の上、実装し
なければいけない」「API 側の仕様の
アップデート間隔が短いことが多く、仕
様変更の都度、個別に修正を実装しなけ
ればならない」など、課題が多いのが現
状である。

また API の基本設計自体が変わる、
たとえばデータ形式そのものが XML か

ら JSON に変更された例も存在する。
Enterprise Connectors は、こういっ

たベンダー側の API 仕様をラッピング
し、FireDAC の共通インターフェース
で活用できるようにした。これにより各
種クラウドサービスに対して、IBM i や
オープン系の DB へのアクセスと同様
に、SQL やストアドプロシージャを使
用してアクセスできる。【図 1】

Enterprise Connectors のサブスクリ
プションには、主要な約 80 種類のクラ
ウドサービスに接続可能な「Enterprise」
版と、約 150 種類のクラウドサービス
に接続可能な「Enterprise Plus」版が
存在する。

本稿ではこれらの中から代表的なも
のとして、業務に限らず広く使われてい
る Twitter および Google スプレッド
シートを取り上げ、Delphi/400 と連携
可能な利用例について紹介する。

これらの連携を使用すれば、たとえば
「IBM i 上の売上データをもとに Google 
Drive 上に Google スプレッドシートを
作成する」「IBM i 上の余剰在庫情報を
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図2　Enterprise	Connectorsの取得

図1　Enterprise	Connectorsの概要
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のフォルダを指定する。また「UseRow 
Numbers」や「RTK」といったパラメー
タを【図 6】のように設定する。

次に、接続する CSV を準備する。本
稿のサンプルでは、【図 7】のようなレ
イアウトで「WORKCSV.csv」という
サンプル CSV を作成した。CSV のファ
イル名は、拡張子を除いた「WORKCSV」
部分がテーブル名に、1 行目のカンマ区
切りテキストがそのままフィールド ID
に、2 行目以降のカンマ区切りテキスト
がレコードの内容となる。

（1）		CSVファイルを読み込み、TDBGrid
に表示

画面設計が完了したら、【ソース 1】
のようにロジックを記述する。プログラ
ムを実行して「① SQL SELECT」ボタ
ンを押下することで、CSV の内容が
DB として明細に表示される。【図 8】の
TDBGrid の内容は、単純な全件取得の
結果であるが、一部フィールドだけの取
得や、WHERE 句を使用した絞り込み
も可能である。

FireDAC 接続エディタの設定で、
「UseRowNumbers」を True に指定し
て書き込みを有効にした場合、行番号で
各レコードをユニークキーとするための

「RowNumber」というフィールドも追
加される。【図 8】では明示的に表示さ
れたままにしているが、通常は列ごと非
表示に設定しても問題ない。

（2）		IBM	i から取得したデータをもとに
CSVファイルにレコードを追加

次に、【ソース 2】のようにロジック
を記述する。顧客コードに値を入力して

「②登録」ボタンを押すと、IBM i から
条件に合致するデータを取得し、その結
果 を SQL の INSERT 文 を 使 用 し て
CSV に行を追加できる。【図 9】

5.   クラウドサービスへ
の接続・活用方法

前章では、Enterprise Connectors の
基本的な開発について紹介したが、ここ
では具体的なクラウドサービスの連携例
として、業務に限らず広く一般でも使用
さ れ る Twitter お よ び Google Apps

（Google ス プ レ ッ ド シ ー ト お よ び
Google Drive）について紹介する。

FireDAC Components」を使用して、
CSV ファイルにアクセスする方法を紹
介する。

CSV といえば、通常は TStringList
などで読み書きすることが多いが、
Enterprise Connectors の使用によっ
て、CSV データに対して、一般的な
DB アクセスと同様に SQL を使用した
データの抽出や更新が可能になるメリッ
トがある。

それでは、具体的なサンプル作成を通
じて開発方法を紹介する。今回のサンプ
ルでは「CSV ファイルを読み込み、
TDBGrid に表示」「IBM i から取得し
たデータをもとに CSV ファイルにレ
コードを追加」の 2 つの機能を実現する。

Delphi/400 10.2 Tokyo を起動した
ら、アプリケーションを新規作成し、新
しいフォームの上にコンポーネントを配
置する。

まず Enterprise Connectors で CSV
に接続してデータを読み書きするための
コンポーネントとして、「CData CSV 
FireDAC Components」をインストー
ル し た 際 に 追 加 さ れ る コ ネ ク タ ー

「TFDPhysCDataCSVDriverLink」 を
配置する。

こ れ は IBM i へ の 接 続 に お け る
TFDPhysCO400DriverLink に相当し、
Enterprise Connectors はコネクターご
とのドライバリンクコンポーネントを定
義するのがポイントである。また通常の
FireDAC接続と同様にTFDConnection・
TFDQueryと、取得結果を画面に表示す
るTDataSource・TDBGrid を配置する。

次に IBM i に接続してデータを取得
す る コ ン ポ ー ネ ン ト 群 と し て、
TFDConnection・TFDQuery および、
IBM i に接続するためのコネクターと
な る TFDPhysCO400DriverLink を 配
置する。

あとは処理実行のために TEdit や
TButton などを配置した結果、【図 5】
のような画面になる。

そして TFDConnection をダブルク
リックして、FireDAC 接続エディタを
開き、ドライバ ID に「CDataCSV」を
選択する。すると【図 6】のように、接
続時の各種パラメータが自動でセットさ
れる。

ローカルの CSV ファイルに接続する
場合は、「URI」パラメータに対象 CSV

もとに、Twitter にキャンペーン情報を
ツイートする」といった使い方ができる。

なおEnterprise Connectors は、
Delphi/400 Version 10.2 Tokyo からの
対応となっており、本稿のサンプルでも
同バージョンを使用している。また本稿
で 扱 う そ れ ぞ れ の コ ネ ク タ ー は、

「Enterprise」版のサブスクリプション
で利用可能である。

3.   Enterprise 
Connectorsの 
インストール

Enterprise Connectors は、Delphi/ 
400 のオプションのライセンス製品であ
るが、アップデートサブスクリプション
が有効な Delphi/400 10.2 Tokyo をご
利用であれば「Enterprise」版を無償で
取得できる。

まず、エンバカデロ・テクノロジーズ
社のサイト（https://reg.codegear.com/
srs6/promotion.jsp?promoId ＝ 561）
にアクセスし、Delphi 購入時のシリア
ルナンバーを入力して Product Key を
取得する。【図 2】

次 に CData Software 社 の サ イ ト
（https://www.cdata.com/firedac/
download/）にアクセスし、必要なコネ
クターを選択すると【図 3】のような画
面が表示される。それぞれのコネクター
は独立しており、コネクターごとに専用
のインストーラと、それによってインス
トールされる専用のコンポーネントが個
別に存在する。

先ほどの Product Key とそれを取得
するために使用したメールアドレスを入
力すると、対象のコネクターのインス
トーラがダウンロードされる。

インストールが完了すると、ヘルプド
キュメントがスタートメニューに登録さ
れる。そのコネクター関連の各コマンド
や使用方法が英語で記載されているの
で、開発時の大きな助けになるだろう。

【図 4】

4.   Enterprise 
Connectorsの 
開発方法

本章では、各種コネクターの中でもシ
ン プ ル で 扱 い や す い「CData CSV 
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図4　Enterprise	Connectorsのヘルプドキュメント

図3　Enterprise	Connectorsのインストール
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ユーザー）と自分がフォローしている
ユーザーのツイートが一覧で表示され
る。【図 20】
「②フォローしているユーザーを表

示」「③自分がいいねを押した投稿を表
示」「④フォロワーの一覧を表示」の各
ボタン押下時の結果についても、【図
20】で示したように参照できるので、ぜ
ひ一度試していただきたい。

さ て、 こ こ で 使 用 し た テ ー ブ ル
「Tweets」は、タイムラインを表示する
だけのテーブルではない。キーワードを
指定して検索する機能も持っている。
【ソース 5】のようにロジックを記述

する。WHERE 句にフィールド「Search 
Terms」を指定することで、指定され
たキーワードを含む直近の 6 〜 9 日以内
のツイートを検索できる。【ソース 5】
のロジックでは、影響度が高いツイート
を絞り込むため、「リツイート数が一定
以上」「いいね数が一定以上」「日本語の
ツイートに限定」という条件も付けられ
るようにしている。
【図 21】 の 明 細 は「Enterprise 

Connectors」 と い う キ ー ワ ー ド で、
Twitter 検索を行った結果である。

検索結果は、レコードの作成日時が新
しい順（ツイートが新しい順、最近フォ
ローされた順など）や、Twitter が独自
に判断した影響度順で表示されており、
ORDER BY 句やインデックスの指定は
できない。Twitter API には、一定時
間あたりの通信回数に上限が存在するか
らである。一定回数を超えて通信を行う
と、【図 22】のようなエラーが表示され、
しばらく接続不能になる。

たとえば ORDER BY 句を SQL で指
定すること自体は可能だが、その SQL
を実行すると、世界中からリアルタイム
で流れ込む大量のツイートを取得・選別
し続け、結果を表示するより先に、数秒
〜数十秒のうちに通信回数の上限に到達
してエラーになる。

デ ー タ を 並 べ 替 え た い 場 合 は、
TStringList や TClientDataSet などの
FireDAC 接続から切り離されたローカ
ルキャッシュ内に一度データを格納して
から行うとよい。

なお、FireDAC のデフォルト設定で
はデータを 1 回の通信で 50 件ずつ取得
するため、キーワードに対する検索結果
が多い場合は、数分前までの新しいツ

タが自動でセットされる。
ここでセットが必要なパラメータは、

接続目的にあわせて【図 16】のように
設定する。また「②選択行の商品につい
てツイートする」ボタン押下時の処理を、

【ソース3】のように記述する。TFDQuery
を使用して、テーブル「Tweets」に
SQL でレコードを追加するだけで、ツ
イートが送信できる。

Delphi/400 で IBM i からデータを取
得し、【図 17】のように TDBGrid に表
示した状態から、「②選択行の商品につ
いてツイートする」ボタンを押下すると、

【図 18】のようにツイートが送信される。
送信されたツイートにはユニークキーと
なる ID（数字 18 〜 19 桁）が文字型で
採番されており、ブラウザの URL で確
認できる。

送 信 時 の SQL に よ り、「In_Reply_
To_Status_Id」フィールドに別のツイー
トの ID をセットすると、そのツイート
へのリプライになる。またツイートの本
文中に別のツイートの URL「https://
twitter.com/XXX/status/（ ツ イ ー ト
の ID）」を記載すると、そのツイートに
対する引用リツイートになる。

本稿の例では SQL の INSERT 文で
ツイートを送信したが、逆に SQL の
DELETE 文を発行することで、自分が
送信したツイートを削除することも可能
である。その際には、対象ツイートの
ID を WHERE 句に指定する。

なお、それぞれのツイートは FireDAC
接続時に認証を受けたユーザーのアカウ
ントで発信されるため、当然のことなが
ら他人のアカウントになりすますことは
できない。

（3）		Twitter	API を使用した各種データ
の参照方法

次に、Twitter API を使用して各種
テーブルや、キーワードを指定したツ
イートを検索するアプリケーションを作
成する。

Delphi/400 10.2 Tokyo でアプリケー
ションを新規作成し、新しいフォームに

【図 19】のようにコンポーネントを配置
する。【ソース 4】のようにロジックを
記述し、プログラムを実行する。「①タ
イムラインの表示」ボタンを押下すると、

「SELECT * FROM Tweets」 と い う
SQL が発行され、自分（ログイン中の

5-1.   Twitterと連携した情報発信と
解析

最初に、有名人・著名人も数多く利用
するソーシャルメディアの 1 つで、
Google 検索でもヒットしないような口
コ ミ を リ ア ル タ イ ム で 調 べ ら れ る
Twitter の接続、利用方法を紹介する。

（1）		Twitter	API のアプリケーション開
発準備

ま ず、Twitter の 開 発 者 サ イ ト
（https://dev.twitter.com/apps）から、
新しい Twitter Web API を作成する。
開発者サイトにログインしたら、「Create 
an app」ボタンを押し【図 10】、作成す
るアプリケーションのタイトルや使用目
的を英語で入力する。【図 11】

入力が完了したら、Twitter アプリ
ケーション開発に必要な API キーとア
クセストークンを入手できる。【図 12】

【図 13】
なお開発者サイトを利用するにあ

たっては、Twitter の開発者アカウント
の作成が必要である。本稿では作成手順
については割愛するが、Google 等で

「Twitter 開発者アカウント」と検索す
れば、その時点での最新情報が参照でき
るだろう。

（2）		Twitter	API を使用したツイート送
信方法

API を作成したら、次は Delphi/400
側の開発を行う。ここでは、「CData 
Twitter FireDAC Components」を利
用する。Delphi/400 10.2 Tokyo を起動
したら、アプリケーションを新規作成し、
新しいフォームに【図 14】のようにコ
ンポーネントを配置する。

前章の CSV 接続と同様、Delphi/400
で IBM i に接続してデータを取得する
コ ン ポ ー ネ ン ト 群 と、Enterprise 
Connectors で Twitter に接続するコン
ポーネント群をそれぞれ配置する。なお、
Twitter で 使 用 す る コ ネ ク タ ー は、

「TFDPhysCDataTwitterDriverLink」
である。

前 章 の CSV 接 続 と 同 じ よ う に、
TFDConnection をダブルクリックして
FireDAC 接続エディタを開き、ドライ
バ ID に「CDataTwitter」を選択すると、

【図 15】のように接続時の各種パラメー
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図6　CSV操作PGM②（接続パラメータ設定）

図5　CSV操作PGM①（画面設計）
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ドボタンのロジックを記述することで、
このスプレッドシートをプログラム内か
ら直接（ブラウザを起動せずに）、xlsx
や PDF といった形式でダウンロードで
きる。【図 29】【図 30】

ここでも、ダウンロードの実行にはス
トアドプロシージャを使用している。

5-3. Google Driveでのデータ検索
最 後 に、「CData Google Drive 

FireDAC Components」を使用した、
Google Drive のファイル検索について
紹介する。

Delphi/400 10.2 Tokyo を起動した
ら、アプリケーションを新規作成し、新
しいフォームに【図 31】のようにコン
ポーネントを配置する。

このプログラムでは IBM i と接続し
な い た め、Enterprise Connectors で
Google Drive に接続するコンポーネン
ト群のみをそれぞれ配置する。なお
Google Drive で使用するコネクターは、

「TFDPhysCDataGoogleDriveDriverLi
nk」である。

前 章 ま で と 同 じ よ う に、
TFDConnection をダブルクリックして
FireDAC 接続エディタを開き、ドライ
バ ID に「CDataGoogleDrive」を選択
すると、【図 32】のように接続時の各種
パラメータが自動でセットされる。

テスト接続時では、前章の Google ス
プレッドシートと同様に、【図 26】のよ
うな Google アカウントの認証画面が初
回のみ表示されるので、権限を許可する。

次に、【ソース 8】のようにロジック
を記述する。

Google Drive の検索機能では、通常
のファイル名やファイルの作成日時など
による絞り込みだけでなく、ファイルの
内容を含むフルテキスト検索にも対応し
ている。

たとえば前項で作成した Google スプ
レッドシートで、顧客名に「株式会社吉
田商事」という値をセットしたセルが存
在するが、Google Drive 側で検索条件
に「吉田商事」と入力することで、セル
の内容に「吉田商事」が含まれるスプレッ
ドシートを検索結果として表示させられ
る。【図 33】

これは Google スプレッドシートの
ファイル保存先が Google Drive になっ

の Google アカウントでの接続を前提と
するため、【図 25】に記載の設定のみ行
えばよい。

FireDAC 接続エディタの画面で、設
定変更後に「テスト」ボタンを押すと、
ブラウザが起動して【図 26】のような
認証画面が表示されるので、このタイミ
ングで Google アカウントへの権限を許
可しておく（認証が必要なのは初回接続
時のみ）。

この認証により、各処理はログイン中
の自身の Google アカウントとして行わ
れる。したがって、完成したアプリケー
ションを別の Google アカウントでログ
インした別の PC から起動した場合、初
回接続時に同じようにブラウザが立ち上
がり、【図 26】の認証画面が表示される。

本稿のサンプルでは、前章で CSV に
データを出力した際と同じデータを使用
して、【ソース 6】のようにロジックを
記述する。

スプレッドシートの新規作成では、
SQL ではなくストアドプロシージャを
発行している。Enterprise Connectors
では、データの読み書きだけではなく、
ファイルの作成や削除、ダウンロードな
どの処理が行えるようサブメソッドがコ
ネクターごとに用意されており、使用で
きる。

TFDQuery でもストアドプロシー
ジャの発行は可能だが、【ソース 6】の
ように TFDStoredProc で発行するのが
シンプルで効率がよい。Googleスプレッ
ドシートの操作には、今回使用したスプ
レッドシートの新規作成以外にも、シー
トの追加・コピー・削除や書式設定など、
ストアドプロシージャで実現できるメ
ソッドが数多く存在するので、ぜひヘル
プドキュメントで詳細を参照いただきた
い。

また本稿のプログラムでは、出力先ス
プレッドシートの「A」〜「F」という
列番号がそのままフィールド ID となっ
ており、SQL で INSERT 文を発行する
際にもそのように記述する。

完成したプログラムを実行して、「①
出力」ボタンを押すと、ログイン中の
Google アカウントが保持する Google ス
プレッドシートの一覧にファイルが新規
作成され、その中に IBM i から取得した
データがセットされる。【図 27】【図 28】

また、【ソース 7】のようにダウンロー

イートしか表示されないこともある。
このような場合には、【ソース 5】で

指 定 し た よ う に、TFDQuery の
FetchOptions.RowsetSize の設定値を
増やすことで、1 回の通信あたりの取得
レコード数が増え、より多くの取得結果
が得られる。

ここまで Twitter API を利用した
データ送信およびデータ参照の手順を紹
介 し た が、CData Twitter FireDAC 
Components では、目的に合わせたデー
タを解析できるよう、さまざまなテーブ
ルやビューが準備されている。代表的な
ものを、【図 23】に記す。

5-2.   Googleスプレッドシートへの
データ出力

次に、「CData Google Sheets FireDAC 
Components」を使用して、IBM i の売
上データを「Google スプレッドシート」
に出力する例を紹介する。また、出力し
た Google ドライブ上のスプレッドシー
トを、ローカルファイルとしてダウン
ロードする方法もあわせて紹介する。

これまで IBM i のデータを出力する
場合、ローカル PC 上に CSV ファイル
や Excel ファイルで出力することが多
かったが、クラウド上のGoogleスプレッ
ドシートにデータが出力できれば、ファ
イルの共有や同時編集など利便性が向上
する。

Delphi/400 10.2 Tokyo を起動した
ら、アプリケーションを新規作成し、新
しいフォームに、【図 24】のようにコン
ポーネントを配置する。

前章と同様、Delphi/400 で IBM i に
接続してデータを取得するコンポーネント
群と、Enterprise Connectors で Google
スプレッドシートに接続するコンポーネ
ント群をそれぞれ配置する。

なお Google スプレッドシートで使用
するコネクターは、「TFDPhysCDataG
oogleSheetsDriverLink」である。

前章と同じように、TFDConnection
をダブルクリックして FireDAC 接続エ
デ ィ タ を 開 き、 ド ラ イ バ ID に

「CDataGoogleSheets」を選択すると、
【図 25】のように接続時の各種パラメー
タが自動でセットされる。本稿では、現
在使用中の PC でログインしている自身
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図8　CSV操作PGM④（SELECTで内容表示）

ソース1

図7　CSV操作PGM③（CSVファイル設計）
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ているためで、同じ Google アカウント
であれば、Google Drive 上からもスプ
レッドシートの内容を参照できる。

前章で、スプレッドシートを新規作成
した際に採番されたファイルの ID も
Google Drive と共通なので、その ID
を含んだ Google Drive のファイル URL
を指定して実行することで、Google ス
プレッドシートで対象のファイルが起動
する。【ソース 9】【図 34】

Google Drive ではこれ以外にも、各
種 SQL やストアドプロシージャを使用
することで、ファイルのアップロード、
ダウンロードやファイル名の変更・削除
なども行える。これらの方法もそれぞれ
ヘルプドキュメントに記載されているの
で、ぜひ一度挑戦していただきたい。

6. まとめ
本稿では、Enterprise Connectors を

使用したクラウドサービスとの連携テク
ニックについて紹介した。

今回は Twitter、Google スプレッド
シート、Google Drive という一般によ
く使用されるクラウドサービスを題材に
連 携 方 法 を 紹 介 し た が、Enterprise 
Connectors で は 他 に も Salesforce や
kintone といったエンタープライズ向け
ク ラ ウ ド サ ー ビ ス や、MongoDB、
Amazon DynamoDB といったような
NoSQL データベースなど、これからの
業務システムに多用する多彩なサービス
へのアクセスを可能にしている。

本稿を参考に、さまざまなクラウド
サービスとの連携を検討いただきたい。
な お、 全 コ ネ ク タ ー が 利 用 可 能 な
Enterprise Connectors Plus の購入を
ご検討の場合は、弊社営業までお気軽に
お問い合わせいただければ幸いである。

 M
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ソース2
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図11　Twitter	Web	APIの利用開始②

図10　Twitter	Web	APIの利用開始①

図9　CSV操作PGM⑤（CSVへのINSERT）
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図12　Twitter	Web	APIの利用開始③

図14　Twitterのデータ送信①（画面設計）

図13　Twitter	Web	APIの利用開始④



118

図16　Twitterのデータ送信③（接続パラメータ設定）

図15　Twitterのデータ送信②（接続パラメータ設定）
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ソース3
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図18　Twitterのデータ送信⑤（ツイート送信結果）

図17　Twitterのデータ送信④（商品マスタ検索）

図19　Twitterのデータ参照①（画面設計）
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ソース4

図21　Twitterのデータ参照③（参照結果）

図20　Twitterのデータ参照②（参照結果）
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図23　Twitterのデータ参照⑤（テーブル・ビューの一覧）

ソース5

図22　Twitterのデータ参照④（通信回数上限について）

通信回数が規定数を超過すると、エラーで
しばらく（最大15分）接続できなくなる
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図24　Googleスプレッドシート①（画面設計）

図25　Googleスプレッドシート②（接続パラメータ指定）

図26　Googleスプレッドシート③（初回接続時の認証）
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ソース6
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図27　Googleスプレッドシート④（PGM実行時画面）

図28　Googleスプレッドシート⑤（出力結果）
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ソース7

図29　Googleスプレッドシート⑥（ダウンロード）
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図30　Googleスプレッドシート⑦（ダウンロード結果）

図31　Google	Drive①（画面設計）
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図32　Google	Drive②（接続パラメータ設定）

図33　Google	Drive③（フルテキスト検索）
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ソース8

図34　Google	Drive④（ファイルのオープン）

ソース9
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ない機能が必要な場合には、JavaScript
を使用して機能拡張に対応する。

本稿では、サポートに問い合わせの
あった内容の中から、SmartPad4i をご
利用いただいているお客様にぜひ活用し
ていただきたいと感じた、SmartPad4i の
標準機能だけでは作成できないインター
フェース機能拡張方法の手順を説明す
る。

2.   JavaScriptに 
ついて

2-1.JavaScriptとは
JavaScript は 1995 年、アメリカのプ

ログラマー、Brendan Eich（ブレンダン・
アイク）氏によって設計されたプログラ
ミング言語だ。当初は HTML へ動きを
与えるために開発された言語である。現
在では、Web ブラウザ上で動作するだ
けでなく、サーバーサイドで動作する実
行環境もあり、Web 開発の領域で広く
活用されている。

1. はじめに
SmartPad4i は IBM i のモダナイゼー

ションツールである。既存の RPG ／
COBOL の資産や知識を活用して、Web
やモバイルアプリケーションが作成できる。

IBM i のグリーン画面で作成されたア
プリケーションでは、DDS 表示装置ファ
イルで画面を定義するが、SmartPad4i
では HTML で画面を定義する。画面へ
の入出力処理を変更することで、既存の
業務ロジックを活用しながら、簡単に
SmartPad4i アプリケーションへ置き換
えられる。

画面定義の HTML は、最新の HTML、
JavaScript、CSS を活用することで自
由なインターフェースが構築できるのも
魅力である。80 桁× 24 行の制限がある、
CUI のグリーン画面では実現できない
インターフェースが作成可能である。

SmartPad4i のアプリケーションは、
簡単な HTML と RPG ／ COBOL の知
識があれば作成できる。SmartPad4i の
標準機能や、簡易な HTML で作成でき

SmartPad4i でも、機能を追加する場
合 に は JavaScript を 使 用 す る。Java 
Script はプログラミング言語であるが、
難しく考える必要はない。JavaScript
は比較的簡単な言語で、初めてプログラ
ミングをする初心者であっても、さまざ
まなことが実現可能となる。

JavaScript が比較的簡単な言語とさ
れている理由は 2 つある。1 つは、変数
にあらゆる型の値を代入できる点であ
る。JavaScript には型はあるが、型の
制約は弱く、変数にどのような値も設定
可能なので、プログラミング時に型を強
く意識する必要がない。

もう 1 つは、プログラム環境を構築
す る た め の 敷 居 が 低 い 点 で あ る。
JavaScript のプログラミングには特別
な環境は必要なく、PC にインストール
されているブラウザで動作を確認でき
る。そのため、JavaScript は初めての
プログラム作成に適している。

またC言語やRPG／COBOLなどは、
コンパイル（プログラム言語で記述され
たソースコードをコンピュータ上で実行

SmartPad4i國元 祐二
株式会社ミガロ.
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ソース1

図1　JavaScriptはインタプリタ型言語

図2　JavaScriptは＜/body＞タグ前に記述
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jQuery の CDN は、「jQuery CDN」
「Google Hosted Libraries」「Microsoft 
Ajax Content Delivery Network」 な
どで公開されている。この中から、
jQuery 公式の CDN の使用方法につい
て説明する。jQuery CDN の使用方法
は、ブラウザで「jQuery CDN」のサイ
トにアクセス後、利用したい jQuery
バージョンのリンクをクリックする。表
示 さ れ た script タ グ を コ ピ ー し て
HTML に追加すればよい。【図 4】

jQuery CDN
https://code.jquery.com/

な お 本 稿 で 紹 介 す る 機 能 は、
SmartPad4i デフォルトで配置される
jQuery で実装している。【ソース 2】

次に、jQuery を使用した SmartPad4i
インターフェース機能拡張の実装方法を
紹介する。

3.   インターフェースの
機能拡張

3-1.入力制限機能付きの入力欄
3-1-1.	入力欄の機能拡張

SmartPad4i で は HTML の 作 成 後、
SmartPad4i Designer というツールで
入力欄の型や長さを設定すると、自動的
にエラーチェックする入力欄が作成でき
る。

たとえば、IBM i の A タイプフィー
ルドのように、シングルバイト文字のみ
入力可能な入力欄や、O タイプフィール
ドのようにシングルバイト文字とマルチ
バイト文字の両方が入力可能で、シフト
文字を考慮した文字数チェックを行う入
力欄が簡単に作成可能である。

それだけでも充分便利なチェック機
能であるが、全角カナのみの入力を許可
したい場合や、ひらがなだけを許可した
い場合などは、SmartPad4i の通常機能
では実現できない。機能を追加するには、
JavaScript（jQuery）を使用する。

ここでは、入力欄の入力制限機能の作
成方法を紹介する。入力欄の入力制限機
能として、全角カナ以外の入力値はクリ
アする、IBM i Type が Otype の入力
欄を例に挙げる。【図 5】

誰でも自由に利用できる。jQuery を使
用すると、HTML の要素取得やイベン
ト処理、アニメーション、Ajax 処理な
どを簡単に実装可能となる。

jQuery に つ い て は、「2015 年 No.8 
テクニカルレポート」にある『スマート
デバイス開発で役立つ　画面拡張テク
ニック』でも取り上げたので、ご一読い
ただけると幸いだ。

2-3. jQueryの入手
jQuery は、SmartPad4i をインストー

ルするとWebサーバー上に展開される。
そ の た め、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 か ら
jQuery のライブラリをダウンロードし
な く て も 使 用 で き る。 も ち ろ ん、
SmartPad4i のインストーラーに含まれ
ていない、最新の jQuery をインター
ネットからダウンロードして使用するこ
とも可能である。最新の jQuery は公式
サイトからダウンロードできる。【図 3】

jQuery 公式サイト
https://jquery.com

リンク先では、圧縮版（compressed, 
production_jQuery）をダウンロードす
る。jQuery の デ バ ッ グ を 行 い た い 
場合には、非圧縮版（uncompressed, 
development_jQuery）をダウンロード
すればよい。

2-4. jQueryの設定
jQuery を使用するための設定方法は

簡単だ。HTML 内にスクリプトタグを
追加するだけで使用できる。スクリプト
タグでは、src 属性に jQuery ファイル
へのパスを設定するだけである。

また、jQuery は CDN（コンテンツ
デリバリネットワーク）からも読み込め
る。CDN は Web コンテンツをインター
ネット経由で配信するために最適化され
たネットワークである。CDN を利用す
る 場 合 の メ リ ッ ト は、 サ ー バ ー に
jQuery ファイルを配置する必要がなく
なる点と、CDN 経由で直接ダウンロー
ドすることにより、サーバーの負荷を減
らせる点だ。デメリットは、クライアン
ト端末がインターネット接続可能でなけ
ればならない点である。

可能な形式に変換する処理）が必要であ
る。しかし JavaScript は、HTML に記
述したソースコードを即座にブラウザ上
で実行できる。記述した言語をそのまま
読み込み、動作するインタプリタ型言語
であるからだ。たとえ誤ってソースコー
ドを記述したとしても、書き直すだけで
即座に動作へ反映される。【図 1】

次は、JavaScript の使い方について
説明する。JavaScriptは HTMLに script
タグを追加して処理する方法と、外部
ファイルとして JavaScript を読み込み
処理する方法の 2 種類ある。【ソース 1】

script タグ自体は HTML のどこに記
述してもよいが、通常「head タグ内」/

「body タグ内」/「body タグの閉じタ
グ前」に記述する。以前は、head タグ
内に記述されることが多かった。しかし
現在では、「body タグの閉じタグ前」に
記述することが多い。これはブラウザが
JavaScript を処理する際、HTML の表
示処理を停止してしまうためだ。

つまり、「head タグ内」に記述した
JavaScript の処理で時間がかかる場合、
JavaScript の処理が完了するまで、画
面は表示されない。そのため、ページを
読み込ませる前に JavaScript を読み込
む必要がある場合には、「head タグ内」
に script タグを記述し、それ以外の場
合は画面の表示速度を考慮し、「body
タグの閉じタグ前」に script タグを記
述する。【図 2】

JavaScript は、script タグを記述す
るだけで使用できるので非常に簡単であ
る。記述した script タグのプログラム
はブラウザ上で動作するが、ブラウザの
種類により、JavaScript は方言のよう
に少し違った記述が必要となる。

ブラウザごとに対応する JavaScript
を記述するのは骨が折れるので、記述の
違いを吸収してくれるライブラリを使用
すると便利である。ライブラリとして最
も使用されているのが、次に解説する
jQuery である。

2-2. jQueryとは
jQuery とは、米国のプログラマー、

John Resig（ジョン・レッシグ）氏によっ
て開発・公開された JavaScript 用のラ
イブラリである。jQuery は著作権表示
を消さなければ、商用・非商用を問わず、
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図3　jQueryのダウンロード

ソース2

図4　jQuery	CDN
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また正規表現のパターンを変えるこ
とで、さまざまな入力制限が作成できる。
たとえば、全角ひらがなであれば/（［^ぁ
- ん　 ］¦^ ー）/g の正規表現パターン
で入力制限が可能である。【ソース 5】

全角カナのみ許可したい入力欄には、
input タグのカスタムデータ属性に
data-inputfilter ＝ "zenkana"、 全 角 ひ
らがなのみ許可したい入力欄には、
input タグのカスタムデータ属性に
data-inputfilter＝"zenhira"を設定する。

外部 JavaScript の filter.js を読み込
み、HTML のカスタムデータ属性を設
定するだけで、機能が追加できるので非
常に便利だ。

さらに半角文字の入力制限であれば、
keyup イベントを追加することで、半
角英字以外入力できない状態にもでき
る。さまざまな入力制限が作成できるの
で、ぜひ活用してほしい。【図 8】

3-2.入力可能なコンボボックス
3-2-1	コンボボックスの機能拡張

HTML のコンボボックス（select タ
グ）は、リスト内から選択するだけで、
任意の文字は入力できない。ここではリ
ストから選択でき、入力欄としても利用
可能なコンボボックスの機能拡張方法を
紹介する。

具体例として、フォーカス移動すると
IBM i ファイルに登録されている JAN
コード情報をリスト表示しつつ、入力欄
としても利用できる入力可能なコンボ
ボックスを作成する。【図 9】【図 10】

3-2-2	実装方法
こ こ で 追 加 し て い る、jQuery/

JavaScript の関数・メソッドは、【図
11】のとおりである。

入力可能なコンボボックスの機能は、
3-1 で使用した jQuery ／ JavaScript の
メソッドと、追加 9 つのメソッドの使用
方法により作成が可能である。

リストの一覧からの選択＋文字入力
の機能を実現するには、入力欄の要素と
コンボボックスの要素を組み合わせて作
成する必要がある。HTML の定義では、
入力欄（input タグ）とコンボボックス

（select タグ）の 2 つを使用する。
またカスタムデータ属性を利用して、

関連付けを行っている。入力欄（input

まり、$（'input［data-inputfilter ＝
"zenkana"］'） の 記 述 は、 す べ て の
input タグから data-inputfilter カスタ
ムデータ属性が設定されていて、かつ値
が zenkana の要素だけ取得するという
意味になる。

取得した要素にイベントを設定する
には、on メソッドを使用する。on メソッ
ドでは、第 1 引数に対象となるイベント
の文字列、第 2 引数に実行する関数を設
定できる。第1引数のイベント文字列は、
半角スペース区切りで複数設定できる。

注意が必要なのは、key イベントの
keyCode が 229（IME 入力中）の場合に、
処理を抜けるよう記述している点であ
る。キーボードが押下されると、key イ
ベントが発生し、keyCode にはどのキー
を入力したかの値が設定される。

しかし IME 入力時には、どのキーが
入力されても keyCode に 229 が設定さ
れるため、入力の確定が行われるまで、
処理しないようにしている。

以 降 の 処 理 は 単 純 で、 キ ー 入 力
（keydown イベント）、またはフォーカ
スが外れた（blur イベント）場合に、
入力された値を正規表現でチェックして
文字置換するだけである。

正規表現とは、複数ある文字列の集合
を 1 つの形式で表現する手法だ。正規表
現を使用すれば、特定の文字列パターン
が出現するかどうか、またどこに出現す
るかを特定できる。設定した /（［^ ァ -
ヴ　 ］¦^ ー）/g の正規表現は、全角カ
ナと半角スペース、全角スペース以外の
文字列を特定できる。

全角カナの場合は、小文字の“ァ”か
ら“ヴ”以外の文字を特定するようにパ
ターンを作成している。【図 7】は文字
コード順に、カタカナ、ひらがなを並べ
た表である。ひらがなの場合は、“ぁ”
から“ん”ですべてを網羅できるが、カ
タカナの場合は、“ン”ではなく、“ヴ”
までになる点に注意する。小文字の“ヵ”
や“ヶ”に関しては、1 ヵ所や 1 ヶ月な
どの使われる文字で、カタカナではない
ので含めていない。

パターンに一致した値、つまり全角カ
ナと半角スペース、全角スペース以外の
文字列を空文字（''）に置き換えることで、
入力制限を実現している。jQuery を使
用すると、少しの記述で入力制限できる
入力欄が作成できる。

3-1-2　実装方法
HTML の入力欄定義には、HTML5

のマークアップ仕様で追加されたカスタ
ムデータ属性を使用する。カスタムデー
タ属性は、HTML タグに独自の属性を
追加できる機能で、すべての HTML タ
グに設定できる。

設定方法は、タグの属性に「data-」
から始まり、ハイフン以後は、アルファ
ベットで任意の名前を開発者が自由に定
義できる。入力制限機能のため、カスタ
ム デ ー タ 属 性 の 名 称 を「data-
inputfilter」とした。カスタムデータ属
性の値には、「zenkana」を設定している。

また同種のカスタムデータ属性を、複
数のタグに設定できるので、カスタム
データ属性 data-inputfilter ＝ "zenkana"
が設定されているすべての input タグ
に、全角カナのみが入力できるフィルタ
を適用できる。

JavaScript は外部ファイルにして読
み込むため、外部ファイル filter.js の読
み込み設定を＜ /body ＞前に追加した。
＜ /body ＞前に追加した理由は、ペー
ジのレンダリング完了後に JavaScript
ファイルを読み込むことで、画面の表示
速度を向上させるためである。なお
fi l ter . j s は、［DocumentRoot］/
SmartPad4i/html/js/ に配置している。

【ソース 3】
ここで使用しているjQuery/JavaScript

の関数・メソッドは、【図 6】になる。
入力制限の機能は、4 つのメソッドの使
用方法をおさえるだけで作成が可能であ
る。【ソース 4】

外部ファイル filter.js のスクリプトは、
$（function（）で書き始めている。$

（function（） ｛｝）; の 記 述 方 法 は、
HTML が読み込まれた後、function 関
数を実行する。つまり function（）の
後に記述された、｛｝の処理が実行される。

全角カナのみ許可したい入力欄には、
カスタムデータ属性に data-inputfilter
＝ "zenkana" を設定した。

まず、カスタムデータ属性が設定され
た要素を取得する必要がある。jQuery
では、要素の取得に $（）関数を利用する。
$（）関数ですべての input タグを取得
したい場合には、$（'input'）と定義する。

input タグの中からカスタムデータ属
性が設定された要素を取得するには、［］
を使用して、プロパティで絞り込む。つ
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ソース3

図5　入力画面例

図6　3-1で使用するjQuery、JavaScriptのメソッド
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【ソース 11】のとおりである。
jQuery では、$（'［属性 ^ ＝ " 値 "］'）

とセレクタを記述すると、属性値を前方
一致で検索して対象の要素が取得でき
る。コンボボックスの全リストを入力さ
れた値の前方一致で検索して、not メ
ソッドで一致しないリストを取得後、
remove メソッドで削除している。

Chrome、FireFox、Safari、Microsoft 
Edge では、コンボボックスのリスト

（option タグ）にスタイルシートを適用
することで、リストを表示・非表示にで
きるが、Internet Explorer では残念な
がら動作しない。そのため、コンボボッ
クスのリストを直接削除する方法で実装
した。

4. まとめ
本稿では、サポートに問い合わせの

あった内容をレポートの題材とした。
SmartPad4i は自由なインターフェース
を作成できるモダナイゼーションツール
であるが、jQuery を活用することでさ
らなる機能拡張も可能であることが実感
できた。

実装が難しいと予想した問い合わせ
でも、JavaScript を使用してカスタマ
イズすることで、多くの機能は実現がで
きた。工夫次第で SmartPad4i アプリ
ケーションは素晴らしいインターフェー
スを作成できるので、ぜひ本稿の内容を
活用いただきたい。

 M

カスタムデータ属性 data-customlist
が、設定されていない入力欄にフォーカ
ス移動した場合、コンボボックスを非表
示にしている。また入力欄以外の要素が
クリックされた場合にも、コンボボック
スを非表示にしている。

リストから選択された場合には、選択
値を入力欄に設定する。その入力欄を特
定するため、入力欄にフォーカスが移動
した際に、カスタムデータ属性 data-
returnkey という属性をコンボボックス
へ動的に設定している。

例では、data-returnkey ＝“INP1”
が設定されるため、値を設定する入力欄

（id 属性＝“INP1”）が特定できる。
これで入力欄にフォーカスが移動後、

入力欄の下に関連するコンボボックスが
表示され、リストから選択でき、入力欄
としても利用可能なコンボボックスが完
成した。

3-3.   選択リストが絞り込み可能なコ
ンボボックス

3-3-1　絞り込み可能なコンボボックス
自動入力補完機能のように、コンボ

ボックスのリストを絞り込めば操作性が
よくなる。3-2 で実装したコンボボックス
をさらに便利に利用できるよう、入力欄
に値を入力すると、リストが絞り込まれる
ように実装する方法を紹介する。【図 12】

3-3-2　実装方法　　
ここで解説する jQuery ／ JavaScript

の関数・メソッドは、【図 13】のとおり
である。この機能は、これまでに使用し
た jQuery ／ JavaScript のメソッドと、
追加 5 つのメソッドの使用方法により作
成が可能である。

実装方法は、3-2 で実装した JavaScript
に入力欄の keyup イベントを追加する
だけである。【ソース 10】

$（function（） ｛｝）; の中に、コンボボッ
クスのリストをバックアップするための
変数、clonecmb を宣言している。コン
ボボックスのリストは、入力欄へ入力さ
れた値をもとに絞り込む。絞り込みの際、
一致しないリストを削除するため、初回
に全リストを clone メソッドでバック
アップしている。

そして、keyup と focus のイベント
処理を記述した。イベントの中の処理は、

タグ）には、カスタムデータ属性 data-
customlist を、コンボボックス（select
タグ）にはカスタムデータ属性 data-
customlistc を定義している。

カスタムデータ属性の値で、入力欄と
コンボボックスを関連付けるため、それ
ぞれ値に“1”を設定した。さらに、コ
ンボボックスは入力欄にフォーカスが移
動した時に表示するため、css の属性
display:none を使用して、画面表示時は
非表示に設定している。【ソース 6】【ソー
ス 7】

入力欄にフォーカスが移動した場合
の処理を追加するため、jQuery の on
メソッドを使用した。最初に、カスタム
データ属性 data-customlistc が設定さ
れている要素（コンボボックス）を
hide メソッドで非表示にしている。

次に、data-customlistc が設定されて
いる要素（コンボボックス）位置を css
メソッドで横 0、縦 0 の位置に移動させ
た。“this”の記述は、イベント発生元
の要素を指すため、フォーカスが移動し
た入力欄となる。

入力欄に設定されているカスタム
データ属性を取得するには、data メソッ
ドを使用する。data メソッドで、入力欄
のカスタムデータ属性、data-customlist
の値を取得し、その値をもとに、filter
メソッドで入力欄の下に表示させたいコ
ンボボックスを絞り込んでいる。

またコンボボックスでリストから選
択した値を、どの入力欄へ戻すかを設定
す る た め、コ ン ボ ボ ッ ク ス に data-
returnkey というカスタムデータ属性を
追加した。値には入力欄の id 属性を
attr メソッドで取得し、設定している。
リストとなるコンボボックスの位置が入
力欄下になるよう調整後、コンボボック
スを show メソッドで表示している。
【ソース 7】のプログラムは 10 行程度

に な っ た が、JavaScript の メ ソ ッ ド
チェーンを使用すると 1 行で記述可能で
ある。jQuery はとくにメソッドチェー
ンが効果的に使えるよう設計されている
ため、効率的にプログラムを作成できる。
メソッドチェーンで記述したのが【ソー
ス 8】である。【ソース 7】【ソース 8】
は同じ処理になる。
【ソース 9】はコンボボックスが選択

された場合や、別の入力欄にフォーカス
が移動した場合の処理である。
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ソース4

ソース5

図7　文字コード順について
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図10　入力可能なコンボボックス②

図9　入力可能なコンボボックス①

図8　入力画面例



139

図11　3-2で使用するjQuery、JavaScriptのメソッド

ソース7　入力欄のイベント定義

ソース6　入力欄とコンボボックスのHTML定義
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ソース9　コンボボックスのイベント定義

ソース8　入力欄のイベント定義	メソッドチェーンで記述

図12　絞り込み可能なコンボボックス
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図13　3-3で使用するjQuery、JavaScriptのメソッド

ソース11　コンボボックスの絞り込み処理

ソース10　コンボボックスの絞り込み処理イベント定義
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Valence App Builder はノンコーディ
ングで簡単にアプリケーションを開発で
きるが、複雑な業務ロジックを伴うアプ
リケーションを開発する場合には、RPG
を組み合わせることも可能だ。

本稿では、Valence App Builder と
RPG とを組み合わせて連携するための
テクニックについて紹介する。

2.   Valence App 
Builderアプリ開発
方法

はじめに、Valence App Builder の
アプリケーション開発方法を確認してお
こう。Valence App Builder では、次
の 3 つのステップでアプリケーションを
作成する。

1　データソースの作成
2　ウィジェットの作成
3　アプリケーションの作成

「1　データソースの作成」では、ア

1. はじめに
Valence は、IBM i を Web 環境で活

用するモダナイゼーション開発・運用
ツールである。Valence には、次のよう
な特長がある。

・ローコード開発ツールによりアプリの
高速開発が可能

・ビジュアルな運用管理ツール群を搭載
・PC の Web ブラウザ、モバイル両方

に対応

Valence の特長の 1 つであるローコー
ド開発ツールが、「Valence App Builder」
である。Valence App Builder を使用
すれば、基幹システム開発に必要な入力・
更新・照会アプリケーションが、ほぼノ
ンコーディングで作成できる。

また、その作成方法はウィザードを使
用したシンプルな手法なので、操作に慣
れると、簡単なものであれば、ものの数
分でアプリケーションを作成することが
可能である。

プリケーションで使用するデータ元とな
る IBM i 上のファイルを選択し、「2　
ウィジェットの作成」では、データソー
スをもとに、表（グリッド）やグラフ等
のデータを表現するための部品を定義す
る。そして、「3　アプリケーションの作
成」では、1 つあるいは複数のウィジェッ
トを画面上に配置し、アクション（動作）
を定義することで、1 つのアプリケー
ションとして完成させるのである。【図1】

実際の開発手順は、次のとおりだ。ま
ず、データソースを作成する。データソー
スの作成は、IBM i の QUERY ユーティ
リティで、QUERY の定義を作成するの
と似ている。データソース作成ウィザー
ドを使用して、アプリケーションが使用
す る IBM i 上 の フ ァ イ ル と カ ラ ム

（フィールド）を選択・保存すればよい。
ウィザードではほかにも複数ファイ

ルを使用した時の結合条件や、データの
絞り込み条件、並び順なども指定できる。

【図 2】
次に、保存したデータソースをもとに

ウィジェットを作成する。ウィジェット

尾崎 浩司
株式会社ミガロ.

RAD事業部 技術支援課

1. はじめに
2. Valence App Builder アプリ開発方法
3. Valence App Builder RPG 連携の基本
4. Valence RPG ToolKit 活用テクニック
5. さいごに
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RPG連携テクニック
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図2　データソース作成ウィザード

図1　Valence App Builder　3つの開発ステップ

図3　ウィジェット一覧
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定する。
【1- ②】がプログラムのメイン処理で、

この中から Process サブプロシージャー
を 呼 び 出 し て い る。 呼 び 出 さ れ た
Process サブプロシージャー【1- ③】の
中に、アプリケーションに必要なロジッ
クを記述すればよい。

具体例を 2 つ紹介する。1 つ目は、商
品マスタメンテナンスの登録画面であ
る。【図 11】

フォームウィジェットを使用した簡
単なアプリケーションで、商品 CD、商
品名、単価を入力して、登録ボタンをク
リックすると、商品マスタに新規レコー
ドを追加する。この登録ボタンをクリッ
クした時に呼び出す RPG プログラム

（TEC010）が、【ソース 2】である。
【2- ①】のプログラム定義では、プロ

グラム ID の“TEC010”を指定している。
そして Process サブプロシージャーの
中に必要な処理を記述している。【2- ②】
は、Process サブプロシージャーの中で
使用する変数の定義である。【2- ③】は、
フォームウィジェット上の入力項目の値
を取得して、【2- ②】で定義した変数に
代入する処理である。

GetFormChar（文字）/GetFormNum
（数値）は、ウィジェットに定義された
カラム（フィールド）の値を取得するた
めに用意された Valence の API である。
【2- ④】がこのプログラムの主処理で、

この中でキーフィールドの重複チェック
および新規レコードの登録を行ってい
る。その中にある【2- ⑤】【2- ⑥】が、
処理結果を Valence アプリケーション
側 に 返 却 す る 処 理 で あ る。vvOut_
toJsonPair という Valence の API によ
り、処理結果が返却される。

こ の 命 令 の パ ラ メ ー タ に あ る
“success:true（false）”は、処理結果の
正常／エラーを表し、“msg”はエラー
等のポップアップメッセージを、“info”
は画面下部に表示されるお知らせメッ
セージを表す。

このプログラムを見るとわかるよう
に、Valence App Builder に お け る
RPG にはフリーフォーム RPG を使用す
るのだが、Valence の API を使用する
部分のみ、フリー形式（/free 〜 /end-
free）で記述しており、その他のロジッ
ク部分は、従来どおりの固定長形式で記
述している。

（フィールド）以外のファイルやフィー
ルドを内部的に更新することはできな
い。こうした Valence App Builder の
設定だけでは実現できない処理は、RPG
ロジックを追加することで対応する。

Valence App Builder では、下記の
タイミングから RPG プログラムを呼び
出して実行できる。

1　  グリッドの行やグラフをクリック、
あるいはウィジェットやアプリケー
ションセクションに追加したボタン
をクリックした時

2　  編集グリッド（Edit Grid）でレコー
ドの追加／更新／削除を行う時

3　  グリッド等でユーザーがフィルタ（絞
り込み）を行う時

1 については、アプリケーションの動
作内容（アクション）設定画面で RPG
プログラム呼び出しのアクションを追加
できる（なお、ウィジェットやアプリケー
ションセクション上にボタンを追加する
のも、この動作内容設定画面で行う）。 

【図 7】
2 と 3 は、それぞれウィジェットの設

定画面で呼び出したい RPG プログラム
の ID を追加すればよい。【図 8】【図 9】

Valence App Builder では、実行す
る RPG プログラムをテンプレートプロ
グラムからコピーして作成する。テンプ
レートプログラムは、Valence ライブラ
リ上にある QRPGLESRC の中に含まれ
ている。【図 10】

1　  クリック：VALENCE52/
QRPGLESRC（EXNABBTN）

2　  Edit Grid：VALENCE52/
QRPGLESRC（EXNABVAL）

3　  フィルタ：VALENCE52/
QRPGLESRC（EXNABFLT）

1 のクリック時に実行されるプログラ
ム（EXNABBTN）のテンプレートプ
ログラムは、【ソース 1】である。テン
プレートプログラムは、フリーフォーム
RPG で記述されている。
【1- ①】が実行するプログラムの定義

（ プロトタイプ PR およびプロシー
ジャーインターフェース PI）となって
おり、アプリケーションを作成する際に
は、ここにそれぞれプログラム ID を指

は、抽出したデータをさまざまな見せ方
で表示するための部品である。2019 年
8 月現在の最新版である Valence5.2 に
は、表（グリッド）やグラフ、地図など
全部で 12 種類のウィジェットが用意さ
れている。【図 3】

選択したウィジェットに応じた設定
画面が用意されているので、データソー
ス上のカラム（フィールド）を関連付け
る。たとえばグリッドであれば、表示さ
せる列の指定や書式の設定を行えばよ
い。また、グリッドやグラフのウィジェッ
トでは、データソース上のレコードを絞
り込むためのフィルタ設定が可能であ
る。これにより、実行時にユーザーによ
る条件指定が行える。【図 4】

必要なウィジェットが揃ったら、1 つ
あるいは複数のウィジェットを組み合わ
せてアプリケーションを作成する。複数
のウィジェットを 1 つのワークスペース
に配置した単一画面のアプリケーション
や、複数のセクションを定義してワーク
スペースを増やすことで、複数画面をも
つアプリケーションを作成できる。【図5】

ワ ー ク ス ペ ー ス 上 に 複 数 の ウ ィ
ジェットを配置した場合や、複数のアプ
リケーションセクションを定義した場合
には、ユーザーの操作に対するアクショ
ンを設定できる。たとえば、グリッドに
表示された受注一覧の行をクリックした
時に、選択した受注 NO でデータの絞
り込み（フィルタ）を行い、結果を詳細
フォームに表示するといったアクション
が設定できる。【図 6】

以上が、Valence App Builder でア
プリケーションを開発する手順である。
基本的な部分はウィザードを使った簡単
な定義で済み、一切のコーディングを行
わずにアプリケーションが作成できる。

3.   Valence App 
BuilderとRPG 
連携の基本

Valence App Builder では、編集グ
リッド（Edit Grid）やフォーム（Form）
の入力欄に関して、カラムの属性に合わ
せた入力可能文字の制御や項目の必須
チェックなどを、ウィザードで設定できる。

しかし、たとえば複数項目間の相関エ
ラーチェック等はウィザードでは設定で
きない。また、データソース上のカラム
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図4　ウィジェットのフィルタ設定

図5　アプリケーションの作成
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今回は取得したルートフォルダの配下に
ある "resources/pdfs" の中に、PDF ファ
イルがあらかじめ保存されている想定で
ある。
【4- ②】では、対象となる商品 CD の

PDF ファイルが存在するかどうかを判
定している。vvIfs_pathExists は、パ
ラメータに指定したファイルが存在する
かどうかを確認するための API で、ファ
イルが存在する場合は“*ON”、存在し
ない場合は“*OFF”が返却される。今
回はファイルが存在しない場合、エラー
メッセージを Valence に渡している。
【4- ③】が、PDF ファイルを Valence

側に受け渡す処理である。vvout 構造体
は出力するファイルを指定するもので、
download フィールドに“1”をセット
すると、クライアントへファイルを受け
渡すモードとなる。そして file フィール
ドにダウンロードしたいファイルをセッ
トし、vvOut_file という API を実行す
ると、ファイルが Valence 側へ渡される。

なおファイルのダウンロード機能を
実装する場合は、Valence App Builder
の RPG プログラム呼び出し設定画面に
て、［ファイル返却時の処理］に“ダウ
ンロード”を指定する。【図 16】

次に、2 の動的に作成したファイルダ
ウンロードについて、具体例として担当
者別受注一覧 Excel のダウンロード機
能を紹介する。【図 17】

フォームウィジェット上にある［受注
ダウンロード］ボタンをクリックすると、
IBM i 上の受注ファイル（F_JUCHU_H）
から、選択した担当者 CD の受注データ
を取得し、その結果をもとに動的に作成
した Excel ファイルをダウンロードす
る。ボタンをクリックした時に実行され
る RPG プログラム（TEC040）が、【ソー
ス 5】である。
【5- ①】が、受注ファイルを取得する

ためのデータ抽出用 SQL 文である。
フォーム上の担当者 CD を取得し、その
値を使った SQL 文字列を作成している。

【5- ②】が Excel ファイルのダウンロー
ド処理である。vvOut_execSqlToSSは、
SQL で取得した結果をもとに Excel
ファイルを出力する API である。

なお今回の方法では、SQL をもとに
Excel ファイルを作成しているが、デー
タ構造体（DS）をもとに Excel ファイ

⑤】に記述された SendError は、デー
タの更新処理を中断し、エラーメッセー
ジを出力する API である。

今回は 2 つの具体例をもとに、Valence 
App Builder から RPG プログラムを連
携する方法を紹介した。

本章の最後に、Valence App Builder
の各 RPG テンプレートプログラムから
使用できる API 一覧を紹介する。【図 14】

なお各 API の詳細は、Valence Portal
にある「Valence API ドキュメント」
メニューに説明とサンプルが記載されて
いるので、確認してほしい。

4.   Valence RPG 
ToolKit活用 
テクニック

前章では、Valence App Builder か
ら RPG プログラムを呼び出す方法を説
明したが、他にも Valence には、RPG
を活用して機能拡張を行う仕組みが用意
されている。それが、RPG ToolKit で
ある。ここでは RPG ToolKit の活用例
として、ファイルのダウンロード機能、
メール送信機能の実装を紹介する。

まず、ファイルのダウンロード実装例
を紹介する。ファイルのダウンロードと
いっても大きく分けて、「1　あらかじめ
保存しているファイルをダウンロードす
る」「2　動的にファイルを生成してダウ
ンロードする」の 2 つが考えられる。今
回は両方の手法を紹介する。

1 の保存ファイルダウンロードについ
て、具体例として商品カタログ PDF の
ダウンロード機能を紹介する。【図 15】

フォームウィジェット上にある［カタ
ログダウンロード］ボタンをクリックす
ると、IFS 上に保存された選択商品 CD
に関するカタログファイル（［商品
CD］.pdf）をダウンロードする。この
ボタンをクリックした時に実行される
RPG プログラム（TEC030）が、【ソー
ス 4】である。
【4- ①】が、IFS 上に保存された PDF

ファイルの保管先パスを取得するロジッ
クである。vvUtility_getValenceSetting
は、Valence の 設 定 情 報 を 取 得 す る
API で、 パ ラ メ ー タ に“ROOT_
PATH”を指定することで、IFS 上の
Valence ルートフォルダを取得できる。

つまりテンプレートプログラムの仕
組み（構成）と Valence の API の使用
方法さえマスタすれば、これまでどおり
の RPG スキルをそのまま活用して開発
できる。

なお、作成した RPG ソースは通常ど
おりにコンパイルしてオブジェクトを生
成すればよいが、コンパイル時に RPG
プリプロセッサ・オプションを“*LVL2”
に変更する点に注意してほしい。【図 12】

2 つ目は、編集グリッド（Edit Grid）
を使用したユーザーマスタメンテナンス
画面である。【図 13】

このアプリケーションでは、入力画面
上の連絡区分の値により、異なる必須項
目エラーチェックを行う。レコード新規
追加／更新／削除のタイミングで呼び出
す RPG プログラム（TEC020）が、【ソー
ス 3-1】【ソース 3-2】である。このプロ
グラムは、テンプレートプログラム
EXNABVAL をコピーして作成したも
のである。
【3- ①】のプログラム定義では、プロ

グラム ID の“TEC020”を指定している。
【3- ②】がプログラムのメイン処理となっ
ている。パラメータ inMode は、Edit 
Grid の実行状態を表しており、レコー
ドの新規追加時は“ADD”、編集時は

“EDIT”、削除時は“DELETE”がセッ
トされるようになっている。

そして実行状態に応じて、新規追加時
であれば ProcesssAdd サブプロシー
ジャーが、編集時であれば ProcessEdit
サブプロシージャーが、削除時であれば
ProcessDelete サブプロシージャーが呼
び出されるので、それぞれに必要なアプ
リケーションロジックを各サブプロシー
ジャーに記述すればよい。
【3- ③】がこの ProcesssAdd サブプ

ロシージャーの主処理で、連絡区分の値
に応じたエラーチェック処理を実行して
いる。その中にある【3- ④】【3- ⑤】が
Valence の API を使用した部分でフ
リー形式である（【3- ④】【3- ⑤】以外
の箇所は、固定長形式で記述している）。
【3- ④】が、Edit Grid 上の編集画面

で更新された項目の値を取得して変数に
代入する処理である。値の取得には、
GetValue を使用する。これは、パラメー
タに指定したファイル、フィールドの値
を取得する Valence の API である。【3-
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図6　動作内容（アクション）の設定

図8　Edit Grid　編集時のRPG呼び出し

図7　クリック時のRPG呼び出し
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Builder のアプリケーションに対し、さ
まざまな機能拡張も行える。ぜひ本稿を
参考に、さらなる Valence App Builder
の活用をご検討いただきたい。

 M

は、Valence 側で指定された文字列を取
得する API で、追加パラメータに指定
した“MAILTO”と“sid”を取得して
いる。“sid”はセッション ID のことで、
Valence を実行しているブラウザごとに
一意になる文字列が取得できる。
【7- ③】が、Excel ファイルを生成す

る部分である。今回はダウンロードでは
なく、IFS 上に Excel ファイルを一時
保 管 し て い る。vvOut 構 造 体 の
download フィールドに“F”を設定す
ると、IFS 上へファイルが作成できる。
今回は、セッション ID を使用した一意
な名称のExcelファイルを生成している。
【7- ④】が、メール送信内容を作成す

る部分である。vvMail 構造体に宛先、
題名、本文、添付ファイル等の送信内容
をセットすればよい。
【7- ⑤】が、実際にメールを送信する

処理である。vvMail_send を実行し、
メールが正常に送信できた場合には

“*ON” が、 エ ラ ー と な っ た 場 合 は
“*OFF”が返却される。

メール送信処理が終わったら、IFS 上
に一時保管したExcelファイルを【7-⑥】
で削除している。vvIfs_deleteFile は、
IFS 上のファイルを削除する処理である。

今回のプログラムにより、指定された
メールアドレス宛てに、添付ファイル付
きのメール送信が行える。【図 22】

なお、メール送信機能を使用する場
合、あらかじめ Valence の設定画面に
て、SMTP サーバーに関する設定をし
ておく必要がある。

5. さいごに
本稿では、Valence App Builder か

ら RPG を連携する手法について紹介し
てきた。Valence App Builder は、3 つ
のステップで簡単にアプリケーションが
作成できる。

ローコード開発プラットフォームで
ある Valence App Builder は、一切の
コーディングを行わずに開発できる。も
ちろん業務ロジックなど複雑な処理には
プログラムの追加が必要となるが、テン
プ レ ー ト プ ロ グ ラ ム と、Valence の
API 使用方法をマスタすれば、RPG ス
キルで簡単に処理が追加できる。

ま た 今 回 紹 介 し た と お り、RPG 
ToolKit を活用すれば、Valence App 

ルを生成する vvOut_toSS という API
も用意されている。READ命令などファ
イル操作で取得したデータを出力する場
合には、データ構造体に値をセットした
上で、こちらの API を使用すればよい。

ダウンロードされた Excel ファイル
を見ると、SQL で取得した結果が出力
されているのがわかる。【図 18】

ただし、このままでは SQL により取
得されたすべてのフィールドが出力され
ており、行タイトルには、フィールド
ID がそのまま出力される。ロジックを
追加することにより、出力する Excel
の列設定をカスタマイズすることもでき
る。カスタマイズした TEC040 プログ
ラムが、【ソース 6】である。
【6- ①】で、列の設定を行うための

vvSSCol 構造体の配列を定義している。
そして【6- ②】の部分で、Excel の列ご
とに出力したいカラム（フィールド）お
よび列のタイトルを設定している。【6-
③】の vvOut_execSqlToSS にて、出
力する SQL 文字列とともに、列定義の
構造体配列をパラメータにセットするこ
とで、列定義を含むExcel出力が行える。

【図 19】

最後に、メール送信機能の実装例を紹
介する。ここでは、ファイルダウンロー
ドで作成した Excel と同じものを添付
してメール送信する機能を紹介する。 

【図 20】
フォームウィジェット上にある［メー

ル送信］ボタンをクリックすると、メー
ル送信先アドレスを入力するダイアログ
が表示される。RPG プログラム呼び出
しのアクションを設定する際に、任意の
パラメータを追加できるオプション設定
があり、今回はメールアドレスとして、
パラメータ“MAILTO”を追加している。

【図 21】
メールアドレスを入力して、［OK］

ボタンをクリックすると、動的に作成し
た Excel ファイルを添付したメールを、
指定したアドレスに送信する。この［メー
ル送信］ボタンをクリックした時に実行
される RPG プログラム（TEC050）が、

【ソース 7】である。
メール送信のAPIを使用する場合、【7-

① 】 の よ う に D 仕 様 書 に“/define 
includeEMAIL”を追加する。【7- ②】
では、vvIn_char を使用している。これ
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図10　テンプレートRPGソース

図9　フィルタウィジェットのRPG呼び出し

図11　ボタンクリック　サンプルプログラム
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ソース1　テンプレートプログラム（EXNABBTN）
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ソース2　商品マスタメンテナンス新規登録（TEC010）
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図13　Edit Grid　サンプルプログラム

図12　コンパイル時のオプション指定
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ソース3-1　ユーザーマスタメンテナンス更新（TEC020）
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ソース3-2　ユーザーマスタメンテナンス更新（TEC020）
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図15　PDFファイル　ダウンロード

図14　Valence App Builder API一覧
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ソース4　商品カタログPDFダウンロード（TEC030）
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図17　動的に作成したExcelファイル　ダウンロード

図16　ファイル返却時の処理
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図18　動的に作成したExcelファイル

ソース5　受注データExcelダウンロード（TEC040）
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ソース6　Excelファイルの加工を追加（TEC040）

図19　改良後に作成されたExcelファイル



160

図21　RPGプログラム実行時に追加パラメータをセット

図20　メール送信

図22　メール受信結果
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ソース7　メール送信（TEC050）
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No.1　2008 年秋
お客様受賞論文
●最優秀賞

直感的に理解できるシステムを目指して―情報の“見える化”
の取り組み
石井 裕昭様／豊鋼材工業株式会社　

●ゴールド賞

運用部間にサプライズをもたらした Delphi/400
春木 治様／株式会社ロゴスコーポレーション

●シルバー賞

JACi400 使用による Web アプリケーション開発工数削減
中富 俊典様／日本梱包運輸倉庫株式会社

Delphi/400 を利用した Web 受注システム
飯田 豊様／東洋佐々木ガラス株式会社

●優秀賞

Delphi/400 による販売管理システム（FAINS）について
藤田 建作様／株式会社船井総合研究所

技研化成の新基幹システム再構築
藤田 健治様／技研化成株式会社

SE 論文

はじめての Delphi/400 プログラミング
畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 と Excel との連携
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

連携で広がる Delphi/400 活用術
尾崎 浩司／システム事業部 システム 2 課

フォーム継承による効率向上開発手法
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

API を利用した出力待ち行列情報の取得方法
鶴巣 博行／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi テクニカルエッセンス Q&A 集
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

JACi400 を使って RPG で Web 画面を制御する方法
松尾 悦郎／システム事業部 システム 2 課

あなたはプラインドタッチができますか？
福井 和彦／システム事業部 システム 1 課

Migaro. Technical Report
既刊号バックナンバー
電子版・書籍（紙）媒体で提供中 !
http://www.migaro.co.jp/contents/support/technical_report/

No.2　2009 年秋
お客様受賞論文　
●最優秀賞

JACi400 で 既存 Web サービスの内製化を実現
佐々木 仁志様／株式会社ジャストオートリーシング

●ゴールド賞

.NET 環境での Delphi/400 の活用
福田 祐之様／林兼コンピューター株式会社

●シルバー賞

5250 で動作する「中古車 在庫照会プログラム」の GUI 化 
佐久間 雄様／株式会社ケーユー

●優秀賞

Delphi による 輸入システム「MISYS」の再構築
秦 榮禧様／株式会社モトックス

Delphi/400 による 物流システムの再構築
仲井 学様／西川リビング株式会社

Delphi/400 で開発し 3 台のオフコンを 1 台の IBM i へ統合
島根 英行様／シルフ

SE 論文

JACi400 環境でマッシュアップ！ 
岩田 真和／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi/400 を利用したはじめての Web 開発 
福岡 浩行／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 を使用した Web サービスアプリケーション 
尾崎 浩司／システム事業部 システム 3 課

Delphi/400 によるネイティブ資産の応用活用 
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

RPG でパフォーマンスを制御 
松尾 悦郎／システム事業部 システム 1 課

MKS Integrity を利用したシステム開発 
宮坂 優大・田村 洋一郎／システム事業部 システム 1 課
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No.3　2010年秋
お客様受賞論文　
●最優秀賞

建物のクレーム情報管理システム「アフターサービス DB」
について
大橋 良之様／東レ建設株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 で「写真管理ソフト」と「スプールファイル
の PDF 化ソフト」を自社開発
寒河江 幸喜様／日綜産業株式会社

●シルバー賞

Delphi/400 で鉄鋼受発注業務を統一し 鉄鋼 EDI も実現
柿本 直樹様／合鐵産業株式会社

●優秀賞

Delphi/400 で EIS（Executive Information 
System）の高速化
小島 栄一様／西川計測株式会社

イントラでの PHP-Delphi-RPG 連携
仲井 学様／西川リビング株式会社

Delphi/400 を使った取引先管理システム
大崎 貴昭様／森定興商株式会社

SE 論文

Delphi/400 ローカルキャッシュ活用術
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi/400 帳票開発ノウハウ公開
尾崎 浩司／システム事業部 システム 3 課

Delphi/400 でドラッグ＆ドロップを制御
辻林 涼子／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 のモジュールバージョン管理手法
前田 和寛／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400　Web からの PDF 出力
福井 和彦・清水 孝将／システム事業部システム 3 課・システム 2 課

Delphi/400 で Flash 動画の実装
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

No.4　2011年秋［創立20周年記念号］
お客様受賞論文　
●最優秀賞

全社の経費処理業務を効率化した「e 総務システム」 
鈴木 英明様／阪和興業株式会社

●ゴールド賞

「Web 進捗管理システム」でリアルタイム性を実現 
堀内 一弘様／エスケーロジ株式会社

●シルバー賞

「営業奨励金申請書」をたった 2 日間で開発 
簑島 宏明様／株式会社ケーユーホールディングス

液体輸送における「配車支援システム」の構築
桂 哲様／ライオン流通サービス株式会社

SE 論文

グラフ活用リファレンス 
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

Web サービスを利用して機能 UP ！ 
福井 和彦・畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

OpenOffice 実践活用 
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

VCL for the Web 活用 TIPS 紹介
尾崎 浩司／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 で JavaScript 活用 
清水 孝将／システム事業部 システム 1 課

jQuery 連携で機能拡張 
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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No.5　2012年秋［創刊5周年記念］
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

JC/400 による取引先との Web-EDI システム構築
久保田 佳裕様／極東産機株式会社　

●ゴールド賞

Delphi と Excel を使用した帳票コストの削減
大久保 治高様／合鐵産業株式会社

もっと見やすく、もっと使いやすい画面を
新谷 直正様／株式会社アダル

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 で確認業務の効率化
為国 順子様／ベネトンジャパン株式会社

取引先申請システムでの稟議書作成ワークフロー
大崎 貴昭様／森定興商株式会社

Delphi/400 で IBM i のストアードプロシージャを利用
し、SQL 処理を高速化
島根 英行様／シルフ

SE 論文

InstallAware を使った Delphi/400 運用環境の構築
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

カスタマイズコンポーネント入門 Delphi/400 開発効率
向上
前田 和寛／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 スマートデバイスアプリケーション開発
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

DataSnap を使用した 3 層アプリケーション構築技法
尾崎 浩司／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 でポップアップウィンドウの制御＆活用ノウハウ
清水 孝将・伊地知 聖貴／システム事業部 システム 1 課

【創刊5周年記念】

ミガロ.SE 座談会―お客様と共に歩む、お客様への熱い思い

No.6　2013年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

自社用開発フレームワークの構築
駒田 純也様／ユサコ株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 で CTI 開発および関連機能組み込み 
仲井 正人様／株式会社スマイル・ジャパン

●シルバー賞

IBM WebFacing から JC/400 への移行・リニューアル手法 
八木 秀樹様／極東産機株式会社

Delphi/400 と Delphi を利用した IBM i 資源の有効活用
小山 祐二様／澁谷工業株式会社

発注システムを VB から Delphi へ移植しリニューアル
川島 寛様／株式会社タツミヤ

【部門2】

●優秀賞

5250 画面を使用せずに AS/400 スプールファイルをコ
ントロールする
白井 昌哉様／太陽セメント工業株式会社

Delphi/400 を利用した 承認フロー導入による IT 内部統制構築 
塚本 圭一様／ライオン流通サービス株式会社

SE 論文

FastReport を使用した帳票作成入門
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業推進課

Delphi/400 で開発する 64bit アプリケーション
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

Web コンポーネントのカスタマイズ入門
佐田 雄一／システム事業部 システム 1 課

Indy を利用したメール送信機能開発
辻野 健・前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

Windows テキストファイル操作ノウハウ
小杉 智昭／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 Web アプリケーションのユーザー管理・メ
ニュー管理活用術
吉原 泰介・國元 裕二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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No.7　2014年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

Delphi/400 による生産スケジューラの再構築
柿村 実様／東洋佐々木ガラス株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 および Delphi を利用したオンライン個人別
メニューの構築
小山 祐二様／澁谷工業株式会社　

●シルバー賞

IBM i と Delphi/400 のコラボレーション　
新谷 直正様／株式会社アダル

●シルバー賞

荷札発行システムリプレースについて
仲井 学様／西川リビング株式会社

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 バージョンアップのためのクライアント環境
構築 
普入 弘様／株式会社エイエステクノロジー 

●優秀賞

外出先からメールでリアルタイム在庫を問い合せ 
島根 英行様／シルフ 

SE 論文

iOS/Android ネイティブアプリケーション入門
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

ファイル加工プログラミングテクニック
小杉 智昭／システム事業部 プロジェクト推進室

FastReport を使用した帳票作成テクニック
前坂 誠二／システム事業部

大量データ処理テクニック
佐田 雄一／システム事業部

スマートデバイス WEB アプリケーション入門
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業推進課

國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課

No.8　2015年秋
お客様受賞論文
【部門1】
●最優秀賞

iPod Touch の業務利用開発と検証
石井 裕昭様／豊鋼材工業株式会社

●ゴールド賞

ブランク加工図管理システムの構築
小山 祐二様／澁谷工業株式会社　

●シルバー賞

Delphi/400 でスプールファイル管理（WRKSPLF コマ
ンドの活用）
三好 誠様／ユサコ株式会社

●シルバー賞

予算管理システムの構築 
川島 寛様／株式会社タツミヤ

●シルバー賞

送状データ送信システムの Web 化について
仲井 学様／西川リビング株式会社

【部門2】
●優秀賞

繰り返し DB 参照時の ClientDataSet の First 機能に
ついて
牛嶋 信之様／株式会社佐賀鉄工所

●優秀賞

IBM i のカレンダーを基準に他のシステムを稼働 
福島 利昭様／株式会社ランドコンピュータ

SE 論文

フレームを利用した開発手法
前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

Windows タブレット用にカスタムソフトウェアキーボー
ドを実装
福井 和彦／システム事業部 プロジェクト推進室

マルチスレッドを使用したレスポンスタイム向上
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

Android アプリケーションの NFC 機能活用
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

スマートデバイス開発で役立つ画面拡張テクニック
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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No.9　2016年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

IBM i の見える化で実現するアジャイル開発　 
吉岡 延泰様／日本調理機株式会社社

●ゴールド賞

Windows Like 5250 への道のり
小山 祐二様／澁谷工業株式会社

●シルバー賞

Delphi プログラム管理ソフトの開発　　
牛嶋 信之様／株式会社佐賀鉄工所

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 を利用した定型業務の PDF 化
佐藤 岳様／ライオン流通サービス株式会社

●優秀賞

ちょい足しモバイル
仲井 正人様／株式会社スマイル・ジャパン

●優秀賞

AS/400 の受注データを Web で社員に公開
福島 利昭様／株式会社ランドコンピュータ

SE 論文

iOS モバイルアプリ開発のデザイニングテクニック
前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

新データベースエンジン FireDAC を使ってみよう！
福井 和彦／システム事業部 プロジェクト推進室

Delphi/400 最新プログラム文法の活用法
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

FastReport を活用した電子帳票作成テクニック
宮坂 優大／システム事業部 システム 1 課

Beacon 技術による IoT 活用の第一歩
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

Web & ハイブリッドアプリ開発で役立つ IBM i & ブラウ
ザデバッグテクニック
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

No.10　2017年秋
Migaro.Technical Report 創刊 10 周年記念

パートナー様からの祝辞
武藤 和博様／日本アイ・ビー・エム株式会社

藤井 等様／エンバカデロ・テクノロジーズ日本法人

Serge Charbit 様／ SystemObjects Corporation

飯田 恭子様／アイマガジン株式会社

お客様からの祝辞・お客様の声
石井 裕昭様／豊鋼材工業株式会社

牛嶋 信之様／株式会社佐賀鉄工所

大崎 貴昭様／森定興商株式会社

川島 寛様／株式会社タツミヤ

久保田 佳裕様／極東産機株式会社

駒田 純也様／ユサコ株式会社

小山 祐二様／澁谷工業株式会社

寒河江 幸喜様／日綜産業株式会社

佐々木 仁志様／株式会社ジャストオートリーシング

佐藤 岳様／ライオン流通サービス株式会社

白井 昌哉様／太陽エコブロックス株式会社

仲井 学様／西川リビング株式会社

福島 利昭様／株式会社ランドコンピュータ

お客様座談会
石井 裕昭様／豊鋼材工業株式会社

駒田 純也様／ユサコ株式会社

寒河江 幸喜様／日綜産業株式会社

仲井 学様／西川リビング株式会社

上甲 將隆／株式会社ミガロ.

司会　飯田 恭子様／アイマガジン株式会社
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お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

貸金庫と鍵のマッチング業務を Delphi/400 で実現
―文字認識データと基幹システムデータを統合
佐藤 正様／株式会社富士精工本社

●ゴールド賞

Windows タブレット導入による工作部材料受入業務改革
小山 祐二様／澁谷工業株式会社

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 を利用した各拠点 PING コマンド簡素化
松垣 秀昭様／ライオン流通サービス株式会社

汎用的な帳票出力画面
牛嶋 信之様／株式会社佐賀鉄工所

バーコードリーダー読み取り後、次の入力位置にカーソルを
自動遷移させる技術
上総 龍央様／キョーラクシステムクリエート株式会社

IBM i のスプールファイル参照機能を Web で構築
福島 利昭様／株式会社ランドコンピュータ

SE 論文

デスクトップアプリケーション開発でも
役立つ FireMonkey 活用入門
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

Delphi/400 バージョンアップに伴う文字コードの違いと
制御
宮坂 優大／システム事業部 システム 1 課

FastReport への効率的な帳票レイアウトコンバート
畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

IBM i トリガー機能を活かしたセキュリティログ対応
八木沼 幸一／システム事業部 プロジェクト推進室

アプリケーションテザリングを利用した PC ＆モバイルア
プリケーション連携
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

SmartPad4i の運用で役立つ WEB サーバー機能
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

No.11　2018年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

Excel テンプレートを使用した帳票出力機能の開発
駒田 純也 様／ユサコ株式会社

●ゴールド賞

SP4i の活用による製品検査チェックシステムの構築
八木 秀樹 様／極東産機株式会社

【部門2】

●優秀賞

配車支援システムを Delphi/400 で再構築
村上 稔明 様／ライオン流通サービス株式会社

一般シール受注入力業務の Delphi/400 化
寺西 健一 様／大阪シーリング印刷株式会社

Delphi/400 による無線ハンディターミナルのデータ集約
の仕組みの実装
寺西 健一 様／大阪シーリング印刷株式会社

SE 論文

OLE を利用した Excel 出力のパフォーマンス向上手法
薬師 尚之／システム事業部 システム 2 課

FireDAC 実践プログラミングテクニック
佐田 雄一／システム事業部 システム 1 課

REST による Web サービスを活用した機能拡張テクニック
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

Google Maps Platform を使用したアプリケーション
開発テクニック
福井 和彦・小杉 智昭／システム事業部 プロジェクト推進室

RAD Server を使った新しい多層アプリケーション構築
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

JC/400 から SP4i へのマイグレーションノウハウ
吉原 泰介・國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課
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